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「次世代無線ブロードバンド
新潟モデル調査研究会」について

平成19年6月6日
新潟県総務管理部 情報企画監

松下邦彦

無線ブロードバンド全国セミナー2007
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事例発表２－①

（特徴）
・南北に細長い。
・中山間地域を多く抱える。
・２つの離島（佐渡島及び粟島）を擁する。
・冬季の降水量（降雪量）が多い。

・人 口 ２，４２０，８９９人（H18.8.1現在）

・世帯数 ８２９，４９７世帯
・老年人口の割合 ２３．４（全国１９．５）％
（H16.10.1現在）
→高齢化が全国平均以上に進行。

地図画像出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E7%9C%8C

出典：「新潟県勢要覧2006」

（新潟県統計課）

背景：県土の特徴背景：県土の特徴

ブロードバンドネットワークの条件不利地域
を多く抱えています。

21



e-map（98市町村ベース）

（注１） 該当するブロードバンドサービスは、FTTH（光）、CATV、ADSLを想定している。

（注２） 提供可能市町村のエリアでも距離制約等による提供NGエリアがあっても提供可能として整理。

平成１8年11月末現在

６８

２５

ほぼ全域で利用可能

一部地域で利用不可

サービス未提供５

背景：整備状況（地図）背景：整備状況（地図）
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未整備の地域が多く残っています。
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35市町村
98市町村

（H16.4.1時点の市町村数）
局舎

ほぼ全域で利用可能 16(46%) 70(71%) 160(77%) 

一部地域で利用不可 18(51%) 24(25%) 0(0%) 

サービス未提供 1( 3%) 4( 4%) 48(23%) 

合 計 35 98 208 

ア ブロードバンド整備状況（H18.3末現在）

イ 市町村別ブロードバンド整備状況（H19.3末現在）

ＢＢ提供 ＢＢ未提供

世帯数 77.7万世帯（94.2%) 4.7万世帯(5.8%) 

背景：整備状況（データ）
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○FTTHは都市部中心
○ADSLは有効なサービスが受けられない地域も多数存在
○CATVを整備する自治体もあるが、コストが多額

背景：ブロードバンド整備の課題

今までの整備手法では限界があります。

行政の取組み（これまで）

①需要喚起 ・・・まずは

②公的支援制度の活用 ・・・地域の実情を勘案しながら

5

低コストの整備手法として無線技術に着目し、
研究会を立ち上げました。

行政の取り組み

①需要喚起 ・・・まずは
②公的支援制度の活用 ・・・地域の実情を勘案しながら

新たな取組みとして
③より安価な整備手法の検討

背景：無線技術への期待

次世代無線ブロードバンド
新潟モデル調査研究会
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背景：先行実験背景：先行実験（山古志ねっと共同実験プロジェクト）（山古志ねっと共同実験プロジェクト）

（出典）新潟大学・災害復興科学センター「山古志ねっと共同実験プロジェクト」実験イメージ 7

●第１ステップ（Ｈ第１ステップ（Ｈ1818））

「新潟モデル」の仕様等を明らかにするため、県内ブロードバンド空白地域の課題整理
を行うとともに、無線ブロードバンドに関する技術・制度等の調査研究を行う。あわせ
て中山間地域をフィールドとした実証実験に取り組む。

●第２ステップ（Ｈ第２ステップ（Ｈ1919））

第１ステップの成果を踏まえ、本格的な実証実験を実施し、課題等の検証を行うことに
より「新潟モデル」の確立を目指す。

研究会：目的

条件不利地域において実用に耐える
無線ブロードバンドモデルを確立します。
（技術・制度・コスト）

84



所 属 職 名 氏 名

新潟大学工学部情報工学科 教授 牧野 秀夫

アイピーモバイル株式会社 富保 雄治

株式会社アッカ・ネットワークス WiMAX推進室 担当部長 岡崎 浩治

イー・アクセス株式会社 常務執行役員 企画本部長 庄司 勇木

株式会社ＮＴＴ東日本新潟支店 副支店長 法人営業部長 登坂 直美

株式会社ＮＴＴドコモ新潟支店 企画総務部長 須藤 嘉高

ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 ユビキタスサービス部 担当部長 馬場 覚志

株式会社フジミック新潟 取締役 新潟支社長 柳 十四男

新潟県総務管理部 情報企画監 松下 邦彦

委員

オブザーバ
所 属 職 名 氏 名

総務省信越総合通信局無線通信部 陸上課長 小結 康行

研究会：平成18年度構成メンバー

9

現状・課題を検討するとともに、実証実験を
実施し、中間報告書をまとめました。

無線ブロードバンドの条件不利地域への導入モデル（新潟モデル）の要求条件（技術・制
度・コスト面）を明らかにするため、以下の内容で調査研究を行う。

１１ 県内ブロードバンド空白地域の現状と課題の共有県内ブロードバンド空白地域の現状と課題の共有

２２ 無線ブロードバンドに関する最新の技術動向や関連施策・制度等についての調査研究無線ブロードバンドに関する最新の技術動向や関連施策・制度等についての調査研究

●技術面技術面

・ ＷｉＭＡＸ(IEEE802.16-2004)＋Ｗｉ－Ｆｉ
・モバイルＷｉＭＡＸ(IEEE802.16e)
・メッシュ方式（アドホック接続）
・ＴＤ－ＣＤＭＡ
・４Ｇ 等

●制度・コスト面制度・コスト面

・周波数
・出力
・携帯電話基地局や周波数の有効利用
・費用対効果比較

等

３３ 県内の中山間地域等をフィールドとする無線ブロードバンドによる（ラストワンマイ県内の中山間地域等をフィールドとする無線ブロードバンドによる（ラストワンマイ

ル）サービスの有効性に関する実証実験ル）サービスの有効性に関する実証実験

研究会：平成18年度の活動実績
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研究会：ゴールイメージ研究会：ゴールイメージ

（画像引用）http://www.go-setsu.com/

項目 内容 項目 内容

データ通信速度 上下２～１０Ｍｂｐｓ以上 コスト

イニシャル・ランニングと
も、既存施設や公共用施
設の利用等徹底したコスト
抑制のための工夫がなさ
れ、安価

月額料金 ４，０００円以内 技術

WiMAX、TD-CDMA、アド
ホック接続、４Ｇ等次世代
技術を使用したサービス
（ＷｉＦｉやＡＤＳＬ等既存技
術との組み合わせを含む）

サービス

高齢者などのノンＰＣユー
ザーも携帯端末や簡易端
末等で、ＩＰ電話、テレビ電
話、健康管理システムなど
のサービスを受けることが
可能

制度

基地局・周波数の有効利
用や出力等、中山間地等
条件不利地域向けの規格
や制度の提案・提言

運用面
受信設備・機器について雪
下ろし、雪掘りの必要がな
く、メインテナンスが容易

運用面
降雪・着雪対策が取られて
おり、豪雪時でも安定して
運用可能

ユーザーの視点から 事業者の視点から

11

研究会：「新潟モデル」の各社提案（抜粋）研究会：「新潟モデル」の各社提案（抜粋）

所 属 提案の概要

アイピーモバイル株式会社 ＴＤ－ＣＤＭＡによるネットワーク構築

株式会社アッカ・ネットワークス WiMAXのFWA的利用（実証実験）

イー・アクセス株式会社
HSDPA、モバイルWiMAX、WiMAX（FWA）を地理的特性から選
択

株式会社ＮＴＴ東日本新潟支店 無線LANサービス（福島県旧原町市の例）

株式会社ＮＴＴドコモ新潟支店 携帯電話（FOMA）による設備構築

ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社
幹線とアクセス回線における無線の選定

（マイクロ波、衛星通信等）

株式会社フジミック新潟 Wi-Fi（無線LAN）、WiMAXによるネットワーク構築

126



研究会：主な課題（抜粋）研究会：主な課題（抜粋）

○技術
・雪による通信障害対策

○コスト
・自治体による加入促進、ランニングコスト
の低減、

・中継回線の確保が重要

画像引用：国土画像情報（カラー空中写真） 国土交通省

Ｙ
川

Ｘ川

集落Ｂ

集落A 集落Ｃ

集落Ｄ

集落Ｅ

集落Ｆ
集落Ｇ

集落Ｈ

Ｙ川

中山間地谷筋型（イメージ図）

13

研究会：実証実験研究会：実証実験(1)(1)

ア 実験概要
場 所：魚沼市福山新田
期 間：平成19年3月～

目 的：デジタルデバイドエリアでのWiMAXの適用
実 施：株式会社アッカ・ネットワークス
内 容：基本特性確認試験、FWA的運用実験、

防災無線活用実験、他

FTTH

ネットワーク構成のイメージ図

画像引用：国土画像情報（カラー空中写真） 国土交通省

福山体育館（旧小学校）

福山川

長岡市

福山

守門局舎

魚沼市福山新田（空中写真）

デジタルデバイド：情報格差

147



研究会：実証実験研究会：実証実験(2)(2)

イ 実験結果（概要）
・下り3.6Mbps、上り1Mbps
・450kbps程度のストリーミングがスムースに閲覧可能
・Skype（スカイプ）による携帯電話との音声通話も良好
・防災行政無線との接続も可能

WiMAX基地局のアンテナ

ネットワーク制御装置

WiMAX基地局

WiMAX子局のアンテナ

デモンストレーション環境

アンテナ

WiMAXモデム

ストリーミング：ネットワークを通じて映像等を視聴する

方式の一つ。

Skype：音声通話ソフト

15

最終

報告書

第４回調査研究会H19年５月

９月 第６回調査研究会

11月 第７回調査研究会

・第１ステップ実証実験検証

・中継回線の確保手法

・第２ステップ実証実験について など

・「新潟モデル」の仕様

・国・県への提案・政策提言 など

・最終報告書について

７月 第５回調査研究会 ・実証実験フィールド現地検証 など

実
証
実
験
の
実
施

研究会：平成19年度の活動予定

抽出された課題を掘り下げて検討するととも
に、本格的な実証実験を実施して「新潟モデ
ル」の確立を目指します。

168



2.5GHz帯の無線ブロードバンドサービスは
条件不利地域でも重要

FWA的な使い方（中継回線／アクセス回線）

広く普及することにより、基地局・端末機器の価
格が大幅に低下することを期待

その他(1)

17

それでも、採算が見込めない地域はどうする
のか？

公設民営・IRUが成立しない場合

「ユニバーサルサービス」の再定義

地域政策の一環

公的アプリケーション

過疎対策

その他(2)

189
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岡山県のブロードバンド化施策と現状

岡山県高度情報化顧問 新免國夫

２００７．０６．０６

無線を活用したブロードバンド整備の考え方

ユビキタス・フィールド岡山の実現を目指して
新おかやまIT戦略プログラム ～おかやまＩＴイニシアティブ～

事例発表２－②

岡山県における情報化の進展

○岡山情報ハイウェイ及び市町村公共
ネットワークの整備
岡山情報ハイウェイ
・総延長450㎞に及ぶ県内全域を結ぶ光ファイバ網

・市町村公共ネットワーク、民間通信網と接続
・最大１０Ｇｂｐｓの高速性、次世代技術ＩＰｖ６に対応

市町村公共ネットワーク
・市町村役場をはじめ地域内の公共施設を接続

（整備率100%を全国で最初に達成）

・市町村行政ネットワークの基盤として活用

○自由度の高い活用が可能な自設、
自営の光ファイバ網

・先進的な技術面での検証や、オープン
で自由度の高い活用が可能
・情報通信研究機構が運用する「ＪＧＮⅡ」
にも接続
・地域ＩＸ機能「ＯＫＩＸ」の整備により地域内
でデータ交換が可能

○県民のネットワーク利用基盤の確立

・自設・自営の特徴を生かし、県民に開かれた
ネットワーク
・市町村、民間事業者等との協働によるネット
ワーク環境の拡張
・民間への積極的開放

現在、ＩＳＰ、ＣＡＴＶなど民間事業者
をはじめ１６２もの団体が接続

○ブロードバンドの普及

・県内におけるブロードバンドサービス世帯
普及率は中四国・九州地方でトップクラス
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岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

・岡山情報ハイウェイを活用した地上デジタル放送波のRF
伝送

・携帯電話不感地域解消に向けた公共ネットワークの伝送路
としての活用推進

・通信と放送の連携・融合の動きへ対応
・多様な開放形態が可能となるよう、具体的開放手段や技術
に関する研究

条件不利地域等における無線等による利用環境の整備

・ブロードバンド・ゼロ地域において、民間事業者がインターネッ
トサービスを展開しやすい環境を整備

公共施設等における無線環境の整備

多様なネットワークサービスの全県的展開の推進

既設の有線ネットワークの利活用推進ネットワークの面的拡張

・公共施設等への無線環境の先行的展開

センサーネットワークの活用推進

・防災、教育分野などにおけるセンサーネットワークの活用促進

データの伝送方式の多重化

ネットワークの開放形態の多様化

地上デジタル放送の受信環境の補完的整備

・岡山情報ハイウェイと無線共聴施設を組み合わせた受信環境
整備に関する具体的研究

ネットワーク技術のハイブリッド化

ネットワーク利用形態のハイブリッド化

ネットワークのハイブリッド化ネットワークのハイブリッド化

岡山県が進めてきた情報通信基盤整備の経緯

★県は自設光ファイバー網「岡山情報ハイウェイ」等基盤の整備

★市町村が進めるブロードバンド化事業の推進

１．市町村接続（リージョナルウェブ）の推進

２．市町村内の地域公共ネットワークの整備

３．ラストワンマイル・ブロード化の整備 （ ＣＡＴＶ、ｘＤＳＬ、ＦＴＴＨ 等の事業）

市町村の地域情報化施策の誘導・助成・支援

★ブロードバンド、ユビキタス社会実現に向けた取組の実施

１．アプリケーションの開発、導入

２．新しいネットワーク活用技術の開発、導入

３．ネットワークの利用による利便性、安全性等への対応策の導入 等
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■県内地域間格差の是正、地域経済の活性化等を

図る地域情報化を推進

■ 県自らが光ファイバを敷設､平成１１年４月本格運用開始

■岡山情報ハイウェイの一般開放、広く県民が利用

■ 県内１３箇所の接続拠点にＡＴＭ交換機を設置

１５５Ｍbps～６２２Mbpsの基幹ネットワークを構築

＜新たな高速基幹ネットワークの整備＞

■ 既存の光ファイバを利用

■平成１６年３月１０日運用開始

■ 県内１３箇所の接続拠点にギガスイッチを整備

１Gbps～１０Gbpsの新基幹ネットワーク構築

次世代インターネット技術ＩＰv６によるネットワーク構築

■県・市町村共同による電子申請システム、おかやま全県統合型ＧＩＳ

などの大容量データの活用を可能とし、県民サービスの向上を図る。

＜基幹回線網完成＞

岡山情報ハイウェイの高度化・ＩＰｖ６化岡山情報ハイウェイの高度化・ＩＰｖ６化

■ 目的

・地域の公共機関や団体が役場を経由して情報ハイウェイを活用
↓

・住民生活に身近な市町村の情報化を推進

■ 整備方法

・整備主体は市町村

・自営光ファイバー網による高速接続

・基幹回線の光ファイバ心線の活用や広域連携による効率的整備

・有利な助成制度を活用

■ 全市町村が接続
・Ｈ１４年度末に整備完了

■ ＶＰＮによる個別ネットワークの構築

･ ＬＧＷＡＮ、住民基本台帳ネット、電子自治体ネット 等

○市町村地域公共ネットワーク○市町村地域公共ネットワーク
■ ハイウェイ接続に併せて市町村内の公共施設を結ぶ地域公共ネット
ワークの整備が進む

■ 市町村整備光ファイバー総延長

１,９００ Ｋｍ超

■ ネットワークに接続した公共施設等

約２,０００箇所超、小中学校は約６００校（全体の９５％）

■ 岡山県内ブロードバンド回線加入可能世帯 ９３．０％（Ｈ１９．３現在）

・ 民間通信事業者、ＩＳＰによるサービス提供（ ＣＡＴＶ、ｘＤＳＬ、ＦＴＴＨ）

市町村接続（リージョナル・ウェブ）の推進市町村接続（リージョナル・ウェブ）の推進
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市町村合併の進展

平成の大合併平成の大合併78市町村
平成16年9月

78市町村
平成16年9月

27市町村
平成19年1月

27市町村
平成19年1月

市町村合併に伴う地域内デジタル・ディバイドの顕在化

Ｎ 市 Ｔ 市

市自らが
FTTH整備

広域合併の区域内に新たな格差が発生

デバイドの解消

14



（平成１９年3月末現在）

ブロードバンド加入可能世帯 93.0％

（注）CATV・ADSLのサービス提供地域を含む市町村であって
も各市町村の全域がカバーされているものではない。

（注）FTTH：家庭まで加入者線を光ファイバケーブルとすること
（Fiber To The Home）

ラストワンマイルの整備状況

CATV及びADSL提供地域

ADSL提供地域

CATV提供地域

国補助（FTTH）

未提供地域

※一部可能な市町村も含む。

１７（３０）

１０（３９）

０（４）

２（６）

０（４）

（ ）内は旧市町村数

県内におけるＦＴＴＨ事業の取組状況
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岡山県における無線の活用例

１．県営流通団地へのＦＷＡ設置

２．離島への無線ブリッジ接続

３．防災情報ネットワーク高度化への活用

４．各種イベント事業での活用

５．自治体が提供している無線ＬＡＮサービス

６．ラストワンマイル・ブロードバンド化への活用

７．地域医療や安全・安心まちづくり等地域課題の解決に
向けた取組みへの活用

８．岡山情報ハイウェイを利用した地上波デジタルテレビ
無線共聴伝播実験

岡山県、市町村が無線を活用した取組事例

県営産業団地へのFWA設置

APアンテナ

AP取付柱

真庭産業団地内真庭産業団地内3030区画内にサービス提供区画内にサービス提供

（岡山県真庭郡久世町中原地区・大内原地区 落合町西谷地区）

（平成１７年４月実施）
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［ 平成１２年度 邑久郡（現 瀬戸内市）広域ネットワーク整備事業の例 ］

離島への無線ブリッジ接続

防災情報ネットワーク高度化への活用

 

①災害に強い高度な防災ネットワークの構築

②県民と情報共有できる総合防災情報システムの構築
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イベントへの活用例～「晴れの国おかやま国体」集火式映像の中継伝送路に光無線活用

映像集配信に
無線を活用

光無線通信を利用したネットワーク（６２２Ｍｂｐｓ）

平成１７年８月

自治体が提供している無線LANサービス

岡山情報ハイウェイ

マスカットスタジア
ム

インターネット

岡山県庁１Fロビー

桃太郎スタジア
ム

岡山空港

・玉野市
・新見市
・岡山県総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ会館
・岡山勤労者総合福祉 センター岡山テルサ
・(財)岡山県国際交流協会 等

市町村・出先機関

岡山情報ハイウェイを活用した無線ＬＡＮサービスを県の第三セクターが無償提供
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瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

地域情報通信基盤事業により公共施設、学校、病院等は光
ファイバー網により接続

ＡＤＳＬにより各家庭へのブロードバンド化を推進

ＲＴ局配下の家庭にはＡＤＳＬサービスが提供されない

無線によるブロードバンド整備事業の推進

○岡山県単県補助事業を活用

ラストワンマイル・ブロードバンド化への活用

瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

●瀬戸内市の概要
面 積：125平方キロ
人 口：40,677人
世帯数：13,726世帯

●瀬戸内市の概要
面 積：125平方キロ
人 口：40,677人
世帯数：13,726世帯

ＡＤＳＬサービスエリア外地域
（973世帯）

ＡＤＳＬサービスエリア外地域
（973世帯）

ＲＴ（ﾘﾓｰﾄﾀｰﾐﾅﾙ局
舎）

２

４
３

１

平成１７年４月現在平成１７年４月現在

ＲＴエリア
（414世帯）

ＲＴエリア
（414世帯）

ＲＴエリア
（715世帯）

ＲＴエリア
（715世帯）

ＲＴエリア
（491世帯）

ＲＴエリア
（491世帯）

瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図
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平成１８年６月現在平成１８年６月現在

ＦＷＡ設置場所及び
有効半径 （800ｍ）

基地アンテナ

家庭用受信アンテナ

３

２

４

●ＦＷＡの概要

事業主体：ＮＴＴ西日本

無線ｼｽﾃﾑ：準ミリ波帯ＦＷＡ

（２６ＧＨｚ帯）

通信速度：下り４６Ｍｂｐ

：上り３２Ｍｂｐ

（最大８０Ｍｂｐ）

地 上 高：１７ｍ

基地局数：１３基

利用料金：5,250円/月

加入者数：450加入

ｻｰﾋﾞｽ開始日：平成17年12月

瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

瀬戸内市ＦＷＡ設置図瀬戸内市ＦＷＡ設置図瀬戸内市ＦＷＡ設置図

携帯TV電話／無線LANを活用した地域医療支援システムの研究

テレビ会議システム

TV電話機能付
携帯端末

医療相談・診察を要する患者、
在宅介護者、訪問看護師

携帯電話を遠隔操作し、静止画、
動画を転送することで、

TV電話の情報量、通信速度を補う。

TV電話で遠隔医療相談・診察
画質・通信速度が不十分

無線LAN
インタフェース

＊＊ 00 ##

77 88 99

44 55 66

TV電話機能付携帯電話による遠隔医療
地域拠点病院、大学病院、
担当医、専門医

携帯電話網
携帯電話網

岡山情報ハイウェイ
岡山情報ハイウェイ

地域無線LAN網
地域無線LAN網

無線LANインタフェースを併用したデータ転送
新規開発機能

• 患者の顔、機器・器具の状態が見られる
• 映像が送られることで、より正確に患者等

の状況を知ることができる
• 状況がわかることによる的確な判断、指示
• あらかじめ作成されたビデオ教材等による

効果的な説明

• 医師の顔が見える心理的安心感
• 映像を用いたより正確な情報伝達
• 映像で確認してもらいながらの医療器具操作
• 使い慣れた携帯電話

変換装置

映像通信の高速化・低価格化及びテレビ電話機能付携帯電話内蔵カメラの遠隔操作のために、携帯電話機の無線LANインタフェース（携
帯電話と無線LANとの通信を可能にする補助装置）を新規開発し、携帯電話網とインターネット網の２つの通信路を併用した遠隔医療支援
を行う。さらにこれらを統合したテレビ会議システムを開発しその遠隔医療における意義を明らかにする。

映像通信の高速化・低価格化及びテレビ電話機能付携帯電話内蔵カメラの遠隔操作のために、携帯電話機の無線LANインタフェース（携
帯電話と無線LANとの通信を可能にする補助装置）を新規開発し、携帯電話網とインターネット網の２つの通信路を併用した遠隔医療支援
を行う。さらにこれらを統合したテレビ会議システムを開発しその遠隔医療における意義を明らかにする。

テレビ電話機能付携帯電話は訪問看護師や在宅介護者が用い、リアルタイ
ムに医師等との相談を行うほか、必要に応じて患者宅などで録画した映像
を用いて、テレビ会議上での遠隔医療カンファレンスを行う。この録画映像の
円滑な伝送のために無線LANによる高速通信網を要する。

研究方法研究方法研究方法

携帯電話網と岡山情報ハイウエイとを
つなぐ変換装置は今回導入し、多地点
会議装置は岡山県設備を利用

地域課題の解決に向けた取組みへの活用
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岡山情報ハイウェイ＋地上波デジタルテレビ無線共聴伝播実験

岡山情報ハイウェイ＋地上波デジタルテレビ無線共聴伝播実験風景
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基本的な考え方

●情報化等を通じて目指す岡山の姿
＊誰もが、いつでも、どこでも、ネットワークを自在に活用し、

生活の様々な面でＩＴの恩恵を実感できる便利で活力の

ある社会“ユビキタス・フィールド岡山”
●取り組むべきテーマ

＊ユビキタスネット環境の早期創出
＊ユビキタス社会の実感

●計画期間
＊平成１９年度から平成２１年度

「岡山モデル」の展開

●岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

・無線などの技術を活用したデジタル・ディバイドの解消
に向けた取組

・公共施設等におけるインターネット利用のための
無線機器の整備 など

●コミュニティＩＴ・タウン構想

コミュニティの中でＩＴを活用したまちづくりを推進
・地域が抱える課題について調査研究
・モデルエリアにおいて地域課題解決に役立つシス

テムを開発
・モデルシステムの全県的な展開

「岡山モデル」として一体的、同時並行的に推進

●計画期間において重点的に取り組むべき情報化関連施策
防災・医療・観光分野等での活用、ＩＴ産業の振興、
人材育成、電子自治体の推進 etc

新おかやまIT戦略プログラム

背景

●全国最先端の地域公共ネットワーク網
・高速大容量の岡山情報ハイウェイと市町村公共ネットワーク
・2000を超える公共施設がネットワークに接続

●新たな課題への対応
・社会・経済構造の変化(少子高齢化・過疎化、安全・安心の

確保、分権型社会等）
・デジタル・ディバイドへの対応
・新たな無線技術、通信・放送融合、Ｗｅｂ２．０などへの対応

岡山情報ハイウェイ構想から１０年。 次のステージへ。

第１章

第２章

第３章

第４章

岡山情報ハイウェイ
・総延長450㎞に及ぶ県内全域を結ぶ光ファイバ網

・市町村公共ネットワーク、民間通信網と接続
・最大１０Ｇｂｐｓの高速性、次世代技術ＩＰｖ６に対応

市町村公共ネットワーク
・市町村役場をはじめ地域内の公共施設を接続
（整備率100%を全国で最初に達成）

・市町村行政ネットワークの基盤として活用

ユ
ビ
キ
タ
ス
・フ
ィ
ー
ル
ド
岡
山
の
実
現

ユ
ビ
キ
タ
ス
・フ
ィ
ー
ル
ド
岡
山
の
実
現

民
間
主
体
の
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

・条件不利地域での有線
より安価な通信回線の
構築

県内のブロー
ドバンド・ゼロ
地域の解消

・アナログ放送が視聴でき
ているすべての地域で、
難視聴地域の発生がな
いこと

新たに生じう
るデジタル・
ディバイド（地
デジ難視聴地
域）の解消

・携帯電話事業者へ光
ファイバの提供

携帯電話不感
地域の解消

・ユーザが場所を意識す
ることなくアクセスできる
環境

・災害時等に柔軟に対応
できる通信回線の確保

ユビキタス・
ネットワーク
環境の早期実
現

求められること主な課題

全国最先端の高速大容
量の地域公共ネット
ワークの特徴

●２０００を超える公共施
設が接続

●民間に広く開放された
ネットワーク

●自設線のため、借り上
げ線のように民間の通
信事業者との契約上の
制約がない自由度の高
いネットワーク

●地域ＩＸ（ＮＯＣでＩＳＰが
経路情報交換できる）を
持っていること

有
線
系
と
無
線
系
の
結
合
な
ど

シ
ー
ム
レ
ス
な
全
県
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築

地域公共ネットワークの特徴を生
かした施策（岡山情報ハイウェイ
があるからこそできる仕組み）

ネットワークの面的・空間的拡張

●公共施設等への無線ＬＡＮ環境
の整備

●公共施設等を拠点としたラストワ
ンマイルの整備

●県内における地上デジタル放送
の受信環境の補完的整備

●防災、教育分野等でのセンサー
の活用推進

等

有線系の公共ネットワークの柔軟
な活用

●携帯電話、地上デジタル放送等
の中継伝送路としての活用

等

事業者・県・市町村

連携

重点的テーマ重点的テーマ

■ユビキタスネット環境の早期創出

デジタル・ディバイドの解消

■ユビキタス社会の実感
便利なところはもっと便利・快適に

岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

～ネットワーク環境整備は第2ステージへ～
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無線技術を活用したブロードバンド環境（イメージ）

認証サーバ ・

地域公共ＮＷ

地域公共ＮＷ

The InterNet

認証サーバ 認証サーバ

ISP-A ISP-B

無線スポット

Public－IS

市役所市役所

FWA

PDA

無線IP電話

モバイルPC

モバイルPC

中山間地域

ＡＰ コントローラ

インターネット接続事業者との連携により
利用者は自宅や職場と同じ環境でインターネッ
トを利用することができる。
ブロードバンド未整備地区の解消のため市町
村等が無線を活用した基盤整備を計画する場
合、接続事業者は大きな投資を行う必要がない
ので、事業への参画が容易になる。
一つのアクセスポイントで複数のサービス提供
が可能であり、インターネット接続のほか、行政、
防災、救急・消防など、セキュリティを確保した
多様な活用が可能。

ネットワーク管理センター

岡山情報ハイウェイ

図書館

公共施設等にアクセスポイントを設置す
ることにより様々なサービス提供が可能

CATV

基幹回線基幹回線
POPPOP

公共施設はネットワー
クの終端（エッジ）

公共施設がネットワー
クの拠点（ハブ）に

役場

公民館

ISP

公共施設等のハブ（拠点）化の推進(イメージ)

体育館

小中学校

市町村公共ネットワーク市町村公共ネットワーク
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公共施設等にアクセ
スポイントを設置する
ことにより様々なサー
ビス提供が可能

携帯電話不感地域

地上デジタル放送

市町村公共ネットワーク

光ファイバ利用の多層化

金甲山

ＮＯＣ

携帯電話

公共施設等市町村役場

無線

テレビ ギャップフィラー
（地上デジタル放送）

図書館

小中学校

役場

体育館

ISP

公共施設等のハブ化の推進

CATV

受信設備

パソコン

中山間地域

離島地域
ＦＷＡ

無線LAN等

岡山情報ハイウェイ

都市部
光送信機
増幅器

公民館

岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想（イメージ）

地上デジタル放送難視聴地域

IP伝送

RF伝送

携帯データ

ＦＷＡ

POP光増幅

POP

POP
POP

POP

ブロードバンド・ゼロ地域におけるデジタルデバイドの解消（イメージ）

インターネット

公共施設等

無線

サービスエリア

無線

無線

無線

市町村役場

ＮＯＣ

情報ハイウェイＰＯＰ

岡山情報ハイウェイ

県

市町村

民間

市町村公共ネットワーク

認証サーバ ＡＰコントローラ
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地域公共ネットワークの開放による携帯電話不感地域の解消

鏡野町ではＮＴＴドコモ様と共同で地域
公共ネットワークを活用した屋外光張
り出し方式により一挙に６地区の携帯
電話不感地域を解消した。

地域公共ネットワーク

を開放

越畑

岩屋

真経

大町

百谷

寺和田

交換局鏡野町役場

親基地局

子局

交換局

親基地局

子局
エントランス

張出光ケーブル

サービスエリア

サービスエリア

防災、教育等の分野におけるセンサーの活用促進

センサー情報を防災・教育用などに提供

●センサー情報を岡山情報
ハイウェイ経由で収集、活用

市町村地域
ネットワーク

県民局
（POP）

役場

図書館

学校
公共施設

公民館

病院

●温度、湿度、気圧、雨量、
風向、日射量、CO2など

の気象情報を収集

ダム Co2

水位情報など

公共施設等にセンサーを設置・データ収集

●県内各地に設置したセンサーやカメラ
から、 IPv6マルチキャストで岡山情報

ハイウェイに向けて情報を配信

観光地

教育機関
（小中学校など）

災害対策本部

気象セン
サー

ネットワー
クカメラ

気象データ

河川映像

観光客
（旅行先情報の入手）
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地上デジタル放送難視聴地区の解消支援

POP

岡山情報ハイウェイ

POP POP

市町村
公共ネットワーク市町村役場

受信設備

光送信機
増幅器

光増幅 光増幅

光増幅

ＮＯＣ

地上デジタル放送

公共施設等

難視聴地区

岡山情報ハイウェイ及び
市町村公共ネットワーク
の光ファイバを活用して、
地上デジタル放送難視聴
地区に放送波を伝送

ギャップフィラー（極

微小電力無線共聴シス
テム）を利用して地上デ
ジタル放送を受信

（イメージ）

高齢者（福祉）、
子育て、安全安
心、観光、農業
医療、くらし等

市町村、
住民、地域
団体、地域
グループ等

ＩＴ企業

ＩＴベンチャー

マッチング

新しいサービスの創出

岡山県高度情報化
推進協議会(産学官）

岡山県

地元
大学

協力

ＩＴによる課題解決システム開発

実践（ＰＤＣＡサイクル）

地域の活性化

Ａ→Ｐ
↑ ↓
Ｃ←Ｄ

○成果、方法論の普及
開発システムの活用
関係団体の連携協力体制等
アイデア、ノウハウ等の提供
発表会の開催
事例集等の作成

○マッチングの仕掛け
地域ニーズの収集
地域課題の整理、可視化
交流会等の開催

○国等の財源メニューの情報提供

○地域ＩＴリーダー間の情報共有、
人材育成 など

地域課題
モデル市町村

全県への普及・展開先導的モデル・エリア創出

調査研究 システム開発

コミュニティＩＴ・タウン構想 ～地域による、地域のためのＩＴを、地域から～
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事業のスキーム

県

岡山県高度情報化
推進協議会

委託

事業報告

モデル市町村

地域のマンパワーを結集し
ＩＴ利活用による課題解決

⑤コミュニティＩＴ推進会議設置

Ｉ
Ｔ
企
業

外部有識者
（ＩＴマイスター）

⑥モデル市町村連絡会議設置
（ネット２１研究部会内に設置）

モデル市町村

大学、ＩＴ企業等

各種団体等

ＩＴマイスター

住民・ＮＰＯ

大学、高専、学生

各種団体、企業

ＩＴマイスター

地域のＩＴニーズ掘り起こし

企業・大学等

②提案書提出

①提案公募

③選定

④委託契約

⑦事業報告

連携、協力、支援

システム開発

情報交換、専門的技術的
ノウハウ・アイデア提供 等

地域課題、ニーズの検討整理産学官で連携して地域情報化推進

コミュニティＩＴ・タウン推進モデル事業

岡山情報ハイウェイに接続された地点から、高品質な映像情報（観光・広報等）を
マルチキャスト配信。各アクセスポイントでは映像を選択し、視聴できます。

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

岡山情報ハイウェイ岡山情報ハイウェイ
IPv6IPv6ネットワークネットワーク

JGNⅡ

マルチキャストステーションから映像を
リアルタイム配信

マルチキャストステーションから映像を
リアルタイム配信

リアルタイム受信リアルタイム受信

岡山マルチキャストステーションについて
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ブロードバンド・ゼロ解消促進事業

○事業内容

条件不利地域において、高速インターネット環境の整備に単独で取り組む市町村を支援し、県内のブロードバン

ド・ゼロ地域の解消を図る。

・対象地域：条件不利地域（中山間地域）で、ブロードバンド環境がない地域

・対象設備：ＤＳＬセンターモデム、回線接続装置などの機器設置経費、簡易局舎など

・補 助 率：市町村が通信事業者に補助した金額の１／３以内（限度額８，０００千円）

・標準事業費：ＤＳＬ整備 ２０，０００千円 無線ＬＡＮ設備 ２５，０００千円

事業展開のイメージ

電話局

ブロードバンド環境エリア
（ＡＤＳＬ）

電話局から４km以上離れているため、実質
的にブロードバンド通信ができない地域

ADSL装置が設置されていないため、
ブロードバンド通信ができない地域

ADSL装置の整備 FWAを活用した無
線LAN設備の整備

標準事業費：20,000千円
標準事業費：25,000千円

ＲＴ局

ＮＴＴ光ファイバ

電話線

地域公共ネットワーク

岡山情報ハイウェイ

ADSL装置

ユビキタス社会実感モデル事業

○事業内容

岡山情報ハイウェイをはじめとした公共ネットワークを活用しつつ、有線・無線の連携によるネットワーク
環境を整備するため、県の施設に無線ＬＡＮのアクセスポイントを設置するとともに、公共施設に無線ＬＡＮ
の環境を整備する市町村を支援し、ユビキタス社会の早期実現を目指す。

・対象市町村：公共施設に無線LANを整備する市町村

・対象事業：無線LAN整備

・補 助 率：機器整備費の１／２以内

インターネット

岡山さん
倉敷さん

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続事業者
（ＩＳＰ）との連携

岡山空港など

１接続拠点に２カ所、複数の
サービス提供が可能となるア
クセスポイント（マルチＳＳＩＤ）
を整備します。　　　　　　　　　

Ｂ社

Ａ社

岡山情報ハイウェイ

県民局・支局 美術館等

市町村公共ネットワーク

市町村役場・支所

文化センター等

ブロードバンドゼロ地域

ネットワーク管理センター

県が整備する機器

津山さん

公民館など
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まとめ ～無線活用に対する岡山県の考え方～

以上の説明のように

地域格差是正、県民の生活利便性向上のために、光ファイバー網、ＣＡＴＶ網等有
線系伝送路を中心とする情報通信基盤の整備を積極的に進めてきた。

今後も、各家庭までの高速ネットワークの構築のためにＦＴＴＨ、ＣＡＴＶ等の整備を
一層積極的に進めていくこととしている。

無線ネットワークの活用については、これまでも様々な実証実験、研究を実施し、
活用できる場面では積極的に取り入れてきた。

ユビキタス社会実現のための「新おかやまIT戦略プログラム」においては、高速性、

安全性が担保された新しい無線技術の提供に伴い、積極的に無線ネットワークの
導入、活用を図っていくこととしている。

これまで整備、活用してきた光ファイバー網と、新無線技術を組み合わせることに
より、経済的・効果的で、多様な形態のネットワーク網の形成と、様々な利用形態が
期待できる。

こうした新しい地域情報通信ネットワーク網によりユビキタス社会の早期実現を目
指したいと考えている。

以上
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1

佐賀県のブロードバンド整備戦略佐賀県のブロードバンド整備戦略

２００７年２００７年66月月66日日

佐賀県最高情報統括監（佐賀県最高情報統括監（CIOCIO）川島宏一）川島宏一

事例発表２－③

2

1.1 全国最先端IT県庁の実現

1.2 県職員のITスキルの向上

1.3 全国最先端ポータルサイトの実現

2.1 ブロードバンド接続可能率１００％の実現

2.2 ブロードバンド接続率５０％の実現

3.1 チャレンジドだれでもパソコン十ヵ年戦略の支援

3.2 県内企業のIT高度化の支援

3.3 県内IT関連企業の育成

佐賀県CIOミッションの3箇条9項目
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3

佐賀県ＣＩＯミッション９項目の関連図

県庁外県庁外

2.1 & 2.2
BB接続可能率100%接続率50％

県内IT
企業

県庁内

県職員

1.1 IT最先端県庁の実現

1.3
全国最先端

ポータルの実現

3.1   チャレンジド誰で
もパソコン10ヵ年戦
略の支援

チャレンジド

3.3
県内IT企業

の育成

県内
企業

一般
県民

CSO

1.2 職員
ITスキル

の向上

3.2
県内企業のIT

高度化

4

佐賀県の２０１０年度へ向けたブロードバンド整備の目標【工程表】

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

世
帯
カ
バ
ー
率

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

世
帯
カ
バ
ー
率

全体全体

２００６２００６ ２００７２００７ ２００８２００８ ２００９２００９ ２０１０２０１０

９８．４％
（２９．４万世帯）

１００％
（３０．０万世帯）

９０％
（２７．０万世帯以上）

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

未
整
備
地
域

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

未
整
備
地
域

解消！

ゼロ
市町村

ゼロ
市町村

ゼロ地域
（世帯数）

ゼロ地域
（世帯数）

超高速
（内数）

超高速
（内数）

／２３市町

／２９．９万世帯

０．５万世帯

９８．５％
（２９．５万世帯）

９９．２％
（２９．８万世帯）

０．２万世帯
０．５万世帯

５９．１％

（１７．５万世帯）
５９．７％
（１７．９万世帯）

６７．３％
（２０．２万世帯）

７４．８％
（２２．４万世帯）

８２．４％
（２４．７万世帯）

０

解消！
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5

整備目標の実現に向けた具体的な取組【フローチャート】 （佐賀県）

平成19年度（2007年度） 平成20年度（2008年度） 平成21年度（2009年度）

◆整備対象とする地域

◆インフラ整備の方式
（種別・役割分担）

②唐津市
・離島

③小城市
・芦刈町

①佐賀市
・大和北部地区
・富士地区

②唐津市
ＣＡＴＶ、公設公営（卸役務）

③小城市
ＣＡＴＶ（三セク）

①佐賀市
ＣＡＴＶ、ＦＴＴＨ、公設民営

ＩＲＵ契約により電気通信事
業者に整備済みの地域公共
ネットワークを開放予定

・その他の未整備地域につい
ても引き続き検討予定

・厳木町、肥前町
（H20年度までの2カ年で整備）

（H19年度に整備）

（H19年度に整備）
・小城町の一部

（H20年度に整備）

ＩＲＵ契約により電気通信事
業者に整備済みの地域公共
ネットワークを開放予定

ＣＡＴＶ（三セク（予定））

（H21年度中の早期整備を目指す）

佐賀県の整備目標の実現に向けた具体的な取り組み【フローチャート】

6

整備目標の実現に向けた具体的な取組【フローチャート】 （佐賀県）

◆費用負担等の検討

◆期待される達成目標

②唐津市
＜離島＞
・総務省（予定）
地域情報通信基盤整備推進
交付金

・合併特例債

③小城市
・総務省（予定）
地域情報通信基盤整備推進
交付金

①佐賀市
・農林水産省（予定）
元気な地域づくり交付金

・総務省（予定）
地域情報通信基盤整備推進
交付金

・合併特例債

世帯カバー率
９８．５％

達成目標 達成目標

世帯カバー率
９９．２％

ブロードバンド
整備目標達成!!

平成19年度（2007年度） 平成20年度（2008年度） 平成21年度（2009年度）

◆費用負担等の検討

・農林水産省（予定）
元気な地域づくり交付金

・総務省（予定）
地域情報通信基盤整備推進
交付金

・合併特例債

＜厳木町、肥前町＞
・単費（予定）
・合併特例債

＜厳木町、肥前町＞
・単費（予定）
・合併特例債

・総務省（予定）
地域情報通信基盤整備推進
交付金
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7

あるべき姿 すべての県民が身近で便利なブロードバンドを利用可能な環境にある

目標 平成20年度末までに接続可能率100%を実現する

現状
接続可能世帯率98.5%（平成1９年３月末）
接続不可能地域は、離島・中山間地（７旧市町村）とラスト・ワンマイル地域（15旧市
町村）に大別される

要因
分析

対策

真因 対策 実行者 完了日程

A
サービス事業者と協議し、接続不可能世帯の位置・
広がりの図面の精度アップ

サービス事業者、
情報・業務改革課

完了済

B
隣接既存ネットワークの種類、技術開発動向等を踏
まえ、接続方式のプライオリティーを明確化、推進
組織の設置

サービス事業者、
関係市町、情報・
業務改革課

H19.7月中

C
関係市町と協議し、費用分担関係、整備スケジュー
ル等を含む作業工程表の精緻化

H19上半期

評価
四半期毎に進捗状況をチェックし、必要に応じて、要因分析、対策、スケジュール等を見
直す．

2.1 ブロードバンド接続可能率100%の実現

可否不明地域がある可否不明地域がある

技術的に不可能技術的に不可能

接続方式未検討接続方式未検討 採算性確保採算性確保
策等未検討策等未検討

市町が費用負担・整備市町が費用負担・整備
スケジュール検討中スケジュール検討中

接続不可接続不可
能地域が能地域が

あるある
技術的に可能技術的に可能

接続方式は特接続方式は特
定されている定されている

真因A
真因C

真因B

8

あるべき姿 医療、教育、防災等あらゆる分野でブロードバンドが日常的に使われている

目標 平成20年度末までに接続率50%を実現する

現状
接続世帯率33.5%（平成18年9月末）
CATV接続率は全国平均より高い．一方、FTTH接続率、伸び率ともに全国平均より低い．

要因
分析

対策

真因 対策 実行者 完了日程

A
・パソコン研修等による県民の操作技能向上

・IT初心者サポート事業による県民相談の実施

市町、障害福祉課、水産課、

高度情報化推進協議会
随時開催

B
ITリーダー育成事業による県民に役立つコンテ
ンツの作成支援

情報・業務改革課 30人
*6回

C
イベント（日経地域情報化大賞、高校総体）、
メディアを活用したブロードバンドの有用性に
関する普及啓発

日経、NHK、CATV、市
町、情報・業務改革課

通年

評価 四半期毎に進捗状況をチェックし、要因分析、対策、スケジュール等を見直す．

2.2 ブロードバンド接続率50%の実現

興味あるコンテ興味あるコンテ
ンツがないンツがない

接続できる環境にない接続できる環境にない

操作が難しい操作が難しい

有用性には気有用性には気
付いている付いている

未接続未接続
世帯が世帯が
多い多い

料金が高い料金が高い

真因C

真因B

CIOミッション2.1 H20末までに接続可能率100%実現

必要ないと必要ないと
思っている思っている

接続可能だが接接続可能だが接
続していない続していない

民間事業者によるサービスの低廉化

真因A

有用性には気有用性には気
付いていない付いていない
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佐賀県のブロードバンド未整備地域分布

みやき町

上
峰
町

吉
野
ヶ
里
町神埼市

佐賀市

唐津市

玄海町

伊万里市

有田町 武雄市

嬉野市

鹿島市

白石町

小城市
多久市

大町町 江北町

久
保
田
町

東与賀町

川副町

基山町

鳥栖市

太良町

離島

＜未整備理由＞

ラストワンマイル

インターネット未提供ＣＡＴＶ

BOX局

き線点ＲＴ

残り 1.5％（4,400世帯）

10

ブロードバンド未整備地域の個別対応策

CATV広帯域化（H19～20）山間部7299.1％多久市

（未定）平坦部3798.4%白石町

10

120

192

320

492

1,218

1,860

未カバー
世帯数

2.4GHz帯無線LAN（未定）山間部、 5km圏内に

公共インフラ有り

99.9％伊万里市

（未定）平坦部、4Km圏内に役

場有り

98.6％みやき町

CATV延伸（一部H19）平坦部、一部CATV有

り、近距離に公共イン
フラ有り

98.7％小城市

準ミリ波帯FWA（H20）民間通信事業者光網
有り

97.0％神埼市

2.4GHz帯無線LAN（未定）山間部、一部携帯電話
基地局有り

95.3％鹿島市

CATV延伸（H19～20）離島、山間部97.4％唐津市

CATV広帯域化（H20～21）山間部、町営CATV有
り

97.6％佐賀市

整備手法（実施時期）条件カバー率新市町名
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神埼市ＢＢ未整備エリア概要

約
2,

50
0m

【ＢＢ未整備エリア概観（航空写真）】

【対象エリア】
■３２０世帯

【対象エリアの概要】
■サービスエリアのほとんどが田んぼ
■サービスエリアは、ほぼ平坦
■高い樹木は一箇所（約16m）
■見通しはかなり良い

約1,700m

12

神埼市役所

東部小学校

佐賀県高度情報推進基幹網

神埼市公共ネットワーク

半径2.5km圏内

ブロードバンド未整備地区

WiMAX:

約2,000～3,000万円
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神埼市役所

佐賀県高度情報推進基幹網

神埼市公共ネットワーク

半径800m圏内

ブロードバンド未整備地区

民間通信事業者光回線

準ミリ波FWA:
約800万円

市、通信事業者
へ提案、実施

（県1/4、市11/20、事業者1/5）

14

1.5km

大野地区
23世帯

3.5km

3km
白鳥尾地区他

34世帯

竹ノ木庭地区
33世帯

音成・飯田地区
166世帯

広平地区
22世帯

山浦地区
50世帯

本城地区他
124世帯

鮒越地区
40世帯

鹿島市ＢＢ未整備エリア概要

CATVエリア

ブロードバンド未整備地区

本城他、鮒越地区

CATVによる延伸予定
（H19）

その他の地区

個別対応策を検討
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1,330万円有線
広平

400万円無線

1140万円有線
山浦

880万円無線

570万円有線
大野

410万円無線

試算地区

鹿島市、CATV事業者ともに財政的に厳しい状
況であることから、低廉安価にBB環境が整備
できる2.4GHz帯無線LANでの整備を検討

無線により
安価な

整備が可能

市、CATV事業者

へ提案予定
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敦賀市地域情報化計画と

ＷｉＭＡＸ実証実験

敦賀市企画部技監 川端 純一

２００７．６．６

事例発表２－④

敦賀市の概況

（１）市制施行

昭和１２年４月１日

（２）人口及び世帯数

人 口
６９，０３０ 人

世帯数
２７，１３６ 世帯

（３）面 積

２５０．２９ 平方キロ
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地域情報化
市民ニーズ

IT新改革戦略
u-japan推進計画

１．敦賀市の情報化推進

総合行政情報サービスシステムの構築

地域情報通信基盤の拡充

ＩＣＴを活用した“まちづくり”の推進

電子自治体の構築

ユビキタス社会の実現

第５次
総合計画

第４次
行政改革大綱

１．敦賀市の情報化推進

• 敦賀市の特徴 ＣＡＴＶ網を基幹情報網と位置付け

加入率：９７％

• 第５次敦賀市総合計画
総合行政情報サービスシステムの構築

地域情報通信基盤の拡充

• 第４次行政改革大綱

ＩＣＴを活用した「まちづくり」の推進
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インターネット

公共ネットワーク

学校間ネットワーク

CATVイントラネット

敦賀市地域公共ネットワークの整備促進

ハートフルスクール

中学校

小学校

市役所・教育委員会

保育園・幼稚園
図書館

市立病院

商店

家庭

公会堂

公民館

一般病院

工場

Internet
（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ）

データベース

地域ネットワーク

公共施設
図書館 等

TsurugaOpenNetworkTsurugaOpenNetwork
（Ｔｏｎ２１）（Ｔｏｎ２１）

パソコン

ＫＩＯＳＫ

電話ＦＡＸ市民

（窓口業
務）

コールセンター

Ｗｅｂサービス

・公文書目録公開検索
・議会議事録検索
・敦賀市例規集検索 等

・市立図書館蔵書検索
・県内図書館横断検索

行政案内
総合受付

・公共施設空情報検索・予約サービス
等

ＣＲＭ－ＤＢ

市民の声
行政相談

企業ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ ／
ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ

電子ﾒｰﾙ

インターネット

国／県

LGWAN

住民交流

電子調達

申請・申告・届出

技術的基盤
・ＩＰｖ６
・ＶｏＩＰ
・ＧＰＫＩ

物理的基盤
・インターネット
・ＣＡＴＶインターネット

ＷｉＭＡＸ

さまざまなサービスをネットワークにて実現
・地域防災ネットワーク
・広域消防／救急ネットワーク
・観光ネットワーク
・生涯学習ネットワーク
・保健／医療ネットワーク
・遠隔医療ネットワーク
・介護／福祉サービスネットワーク

庁内ネットワーク

税

福祉 ・・
・・

内部情報

税

福祉 ・・・・

税

福祉

住基 文書
管理

人事
管理

財務
会計

行政
評価

業務システム

敦賀市役所

地域ポータル

Ｍｙポータル

自治体ポータル

総合受付

電子窓口

マルチメディアデータベースの構築

町内会・地域活
動コミュニティ

情報公開ＤＢ

他自治体

自治体経営マネジメント

セキュリティ基盤
電子認証基盤
電子決裁

電子市役所の全体像

携帯電話

郵便局
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（第４次敦賀市行政改革大綱）
Ⅳ ＩＣＴを活用した「まちづくり」の推進

１ 電子自治体の構築に向けた積極的展開

① 行政手続のオンライン化の推進

市民サービスの向上を目的に、インターネット等を利用し、各種行政手続きのオンラ
イン処理の実現を図る。

② 庁内情報の共有化の促進

各種情報システムのネットワーク化等により、庁内情報の共有化を促進し、事務事
業の効率化、市民サービスの向上を図る。

③ ＩＣＴの積極的利活用

事務・事業の効率化を図るため、積極的にＩＣＴの可能性を研究し、活用を推進する。

２ 「u－Japan 構想」への積極的取組み

① デジタル双方型情報基盤の整備促進（ハード面の整備）

ユビキタスネット社会（市民がＩＣＴの利便性を享受できる社会）の実現に向けた情
報基盤整備を促進する

② 具体的活用方法の計画策定（ソフト面の整備）

デジタル双方向型ケーブルテレビの特徴を活かした、各種活用方法の具体的計画
を策定する

２．地デジ自主放送（データ放送）

２００５（Ｈ１７）６．２２ 地域情報化総合支援事業補助金交付決定

２００６（Ｈ１８）３ システム構築完成

７．２０ 本放送開始

つるがチャンネル・行政チャンネル で提供

暮らす・知る・楽しむ・市役所 にジャンル分けした、４０以上のコンテンツ

放送コンテンツ・通信コンテンツ の役割分担 → 放送と通信の融合

地域住民が情報提供者

町内会長、地域住民がデータ入力！

究極のコミュニティネットワーク！
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行政チャンネル防災放送チャンネル

情報／議会チャンネル つるがチャンネル

●お 知らせ●

行事予定や、休日急患診療の情報、相談ごと
、移動図書館の案内など、 それぞれの情報
に会わせて文字放送で紹介しています

●情報＠つるが●

市の事業紹介やイベント内容などを担当
の職員が出演し、説明画像など使い情報
番組として紹介しています。

●市 政の窓●

市内で行われた市政全般の行事やイベン
トなどを映像番組で紹介しています。

●緊急告知放送●

災害対策本部が設置される災害
が発生した場合、ブザーを作動させ
て文字情報及び動画で放送する

●情報提供放送●

災害対策本部を設置するに至らない
災害の場合、市民の不安解消のため
災害情報を文字放送で提供する

●防災啓発放送●

市民の災害に対する意識の高揚を図
るため資料映像等の動画及び文字情
報を放送する

●ばんざいちびっこ●

市内の保育園の行事等幼児が元気に活
動する模様を放送●情報放送●

敦賀市内で行われるイベントや生
活関連情報など行政・民間を問わず
あらゆるジャンルの情報を静止画（
文字）で放送

●議会生中継●

敦賀市議会開催期間、議会を生中
継で放送

（コミュニティチャンネル）

●つるが情報いちばん●

敦賀市内の出来事や身近な話題など地
元ケーブルテレビならではの密着取材で
放送

● コンサートアワー●

市内の楽団・合唱団、小中高校のコン
クールの模様を中継録画で放送

火災速報
００時００分頃＊＊町に

おいて建物火災が発生し、

消防車が出動しています

災害対策本部速報
本日○○に対処するた

め、○○時○○分に

災害対策本部を

設置しました

自主制作番組

３．WiMAX実証実験

WiMAX （Worldwide Interoperability for MicroWave Access の略）

固定WiMAX（IEEE802.16-2004）とモバイルWiMAX（IEEE802.16e）

■ 広域の無線データ通信を可能にする無線アクセス規格。
■ 半径数kmの距離のユーザーに対して最大70Mビット/秒。見通し外通信（OFDM）

トリプルプレイ用QoS機能が標準装備
■ 「ラスト・ワン・マイル」に向けた技術。

無線MAN（Metropolitan Area Network：都市域通信網）
■ オールIPのシステム
■ 端末の高速移動時でも通信を続けられる。
■ 携帯電話のような広域サービスが可能。
■ WiFiからWiMAXへ。

（ Intelは2007年後半にはチップセットに実装 ⇒ ノートPCで標準になるかも？）

BWA（Broadband Wireless Access）世界標準の本命
– WiMAXフォーラム；メンバーは世界で300社以上
– WiMAXフォーラムとは・・・無線LANのWi-Fiアライアンスに相当する非営利団体）

機器の試験と認証の組織。規格策定、互換性を保障
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３．WiMAX実証実験 ー 基地局配置図

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが１ ： 「ＲＣＮ本社ビル」　福井県敦賀市木崎40号8-1

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが２ ： 「敦賀市役所」　福井県敦賀市中央町2丁目1-1

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが３ ： 「男女共同参画センター」　福井県敦賀市三島2丁目1-6

ハンドオーバー実験道路

２

３

１

１

３

２

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが１ ： 「ＲＣＮ本社ビル」　福井県敦賀市木崎40号8-1

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが２ ： 「敦賀市役所」　福井県敦賀市中央町2丁目1-1

ＲＣＮじっけんわいまっくすつるが３ ： 「男女共同参画センター」　福井県敦賀市三島2丁目1-6

ハンドオーバー実験道路

２

３

１

１

３

２

３．WiMAX実証実験 ー 基地局配置図

セクターアンテナ
（東北東方向）

セクターアンテナ
（西北西方向）

RCN局舎

セクターアンテナ
（南方向）

裏側

GPSアンテナ
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３．WiMAX実証実験

＜実証実験テーマ＞
①サービスエリアの確認
②マルチパスや見通し外通信能力
③サービス速度
④ＱｏＳ機能・性能
⑤無線基地局の設置と運用

＜想定しているサービス＞
①集合住宅向けサービス
②ユビキタスＩＰサービス
③コミュニティバス運行支援サービス
④ＴＶ中継
⑤ライブカメラ
⑥WiMAX電話
⑦災害時緊急ＩＰ回線
⑧見守りシステム ｅｔｃ ・・・・

３．WiMAX実証実験

「放送と通信の融合」から「有線と無線の融合」へ

"地域住民がいつでも、どこでも、何でも、誰でも
アクセス可能な「ユビキタス社会」“

実現へのキーサービス！
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なぜデジタルデバイドは解消されなければならないのか ！

美しい国 日本

美しい自然 美しい人間関係

美しい星

エコロジー マイクロ・セル

美しい国日本を救う唯一の手段こそ 地域メッシュ無線LANだから

事例発表２－⑤

日本型メッシュ無線LANの

現状と理念
ーSOCION Theoryの応用ー

Web2.0の次に来るもの
⇒ Web ヒエラルキー・全体主義

Webは醜い社会を再形成してしまう

Web2.0の問題点

超高速化

⇒ 多量の感覚的情報

掲示板・ブログ・SNS
⇒ 匿名の無責任バーチャル社会

携帯メールの日常化

⇒ 浅く広い人間関係

徹底的に分断化された個人
⇒ 規範崩壊・無批判・無責任・感情的

地域社会の再生
and/or 
Webを通じた地域社会づくり

様々な個人を結びつける
⇒ 小さな範囲から大きな範囲まで(Weak tie)

Webに地理的制約をかける

⇒ 無視すると社会的規範が形成されない
⇒ 地理的ネットワークのWeb Strata （階層化）

実名性
⇒ １００％匿名性は地域社会になじまない

コミュニケーション手段であるネットワークは技術のみを語るべからず

ネットワークの技術革新は社会そのものを急速に変化させる

電気通信事業者は社会に対して責任を持たねばならない

小 → 大 ネットワークの範囲

ノ
ー
ド
数

多

→

少

ネットワークの範囲を決めるのは個人
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にんじんネットの試行錯誤

概略
長崎県西彼杵郡長与町 人口44000 15000世帯 実会員数350 従業員3名
H13/6準備委員会 H14/4開局 H16/8黒字転換（損益分岐270会員） 会費1570円/月 補助なし
AP（11g/b)27箇所 RP(11g)40箇所 G/W2箇所 2~3.5Mbps 約150HP 50万タッチ/半期
ネット中継、IPフォン、Webカメラ、気象観測など PC講座、講演、自由課題WG
ボランティア約15名（システム班、工事班、コンテンツ班、研究班）

住民Needs調査により
ユビキタス社会を設計

光ファイバー

M-AP

行政

事業所

企業

一般家庭

IPフォン

カメラ

商店

地域メッシュ無線LAN
ハードウエア開発

地域メッシュ無線LAN
CICミドルウエア開発

地域メッシュ無線LAN
CNS統合ソフト開発

メッシュネットワーク
分散ストレージ
分散サーバ

ユビキタス・
サービスプラットフォーム

地域ユビキタス社会

遠隔地

ユビキタス社会の実践的地域活性化システムの研究開発

地域ユビキタス・サービスプラットフォームは単にデジタルデバイドを解消するだけでなく、
地域が望み、地域が必要とし、地域を豊かにする実践的な装置と仕掛けがなければならない。

個人-グループ-企業-行政を連結し

地域ユビキタス社会を形成することで
地域を一体化させ活性化させる
統合ユビキタス・プラットフォームを実現

メッシュ無線LANによる地域ユビキタス・サービスプラットフォーム

地域メッシュ無線LANとキャプチャー/CNS

48



地域キャプチャー情報と地域ネットワークサービス

地域ISPに重要な問題
閉鎖的地域情報の形成⇔必要な情報のほとんどは地域内にある
地域ぐるみのセキュリティー⇔ネットワークの切断

キャプチャーの利用
伝えたい情報を確実に伝える⇔ネットワークに接続すると同時に表示する

CNS(Community network service)による関係構築
ソーシャル・ネットワークの地域版
（P-HP・ブログ・話題スレッド・動画
クラブ・ソフトアイコンなど）
統合ソフトが初期画面となる

M-AP管理画面

M-APノード管理画面

M-AP地図表示

内部にんじんHPキャプチャー画面

大切なこと（ハード編）

〇通信速度
そこそこあればよい（最低5Mbps程度)

中山間地であろうと入江の漁村であろうと

〇Micro-Mesh と中継の両立
150mセル内で-90db
中継は1.5Km

〇スムーズ・トラフィックのためのハイウェイ・ルート
Double Radio × Double Route

〇アダプティブ は距離だけではない
MIMO＋Adaptive Antenna System
通信距離 3倍 反射波による回り込み

〇EIRPは総合力
Radio Power + Antenna Gain + Beam forming

〇メッシュによる分散サーバの可能性
先ずはProxy から

〇Network 監視
無線部分の障害検知方法

〇安価で設置しやすいこと
地元の電気屋さんでOK

〇メッシュは第四世代に突入
これまでの無線LANはおもちゃ
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大切なこと（ソフト編）

〇何よりも安価であること
＝800円/月のみ

〇「無線はセキュリティーが・・・」はもう古い！
＝地域での情報鎖国が4番目のセキュリティー

いつでも・どこでも・だれでも・なんでも

日常的に・地域の・知り合いに囲まれて・心通じる情報を

〇ネットからご近所への誕生日お茶プレゼント
＝ご近所のご近所は皆ご近所になる仕掛け

〇ネットにも視界がある
＝ご近所は名前も顔も心も分かるが・・・

〇絶対に伝えるべき情報は必ず伝わる
＝電源ONで見える情報

〇自分のHPで全てが分かる
＝HP＋SNS+DeskTop統合ソフト

日本型地域メッシュにしかできないことがある！

メッシュだから地域内のWebは外からはアクセスできない＝情報鎖国
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ITCA社団法人情報通信設備協会

平成19年度情報通信月間参加行事
「ワイヤレス・ブロードバンド全国セミナー2007」

総務省講堂
平成19年6月6日

地域ワイヤレス・ブロードバンド導入事例と利活用動向

事例発表２－⑥

社団法人情報通信設備協会
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社団法人情報通信設備協会

地域ワイヤレス・ブロードバンドの利活用

デジタル・ディバイドの解消
ブロードバンド・ゼロの解消

ブロードバンド地域の拡大
地域経済の活性化対策

情報発信、生産性向上
高齢化対策

見守り、遠隔地医療、家族との対話

条件不利地域の敷設運用コスト低減
無線通信技術の進展

高利得アンテナの活用（長距離伝
送）
新技術により対象面積の拡大
自動化等による運用コストの削減

IP化により固定と無線の融合

シームレスな端末からのアクセスが
可能
距離条件不利の克服

デジタル・ディバイドの解消
ブロードバンド・ゼロの解消

ブロードバンド地域の拡大
地域経済の活性化対策

情報発信、生産性向上
高齢化対策

見守り、遠隔地医療、家族との対話

条件不利地域の敷設運用コスト低減
無線通信技術の進展

高利得アンテナの活用（長距離伝
送）
新技術により対象面積の拡大
自動化等による運用コストの削減

IP化により固定と無線の融合

シームレスな端末からのアクセスが
可能
距離条件不利の克服

ユビキタス社会への先行投資
センサーネットワークのバックボーンとして活用

ネットワークのシームレス化
モバイルワーカーの拡大対策

高速アクセス、移動アクセス
機械対機械のネットワークで省力化、自動化

労働力不足対策

デジタルコミュニティー
安心安全の街づくり

地域見守りシステム
震災時の減災システム、防災システム

公共サービス
自動料金メーター読み取り
公共業務の省力化
地域公共ネットワークのアクセスサービス

ユビキタス社会への先行投資
センサーネットワークのバックボーンとして活用

ネットワークのシームレス化
モバイルワーカーの拡大対策

高速アクセス、移動アクセス
機械対機械のネットワークで省力化、自動化

労働力不足対策

デジタルコミュニティー
安心安全の街づくり

地域見守りシステム
震災時の減災システム、防災システム

公共サービス
自動料金メーター読み取り
公共業務の省力化
地域公共ネットワークのアクセスサービス

3

社団法人情報通信設備協会

デジタルシティ・コンベンション

世界各地でDigital Cities Conventionが行われブロードバンド化の啓蒙活動等を実施

世界各地で展開されている都市、地域での事例や方針の発表、毎年優秀都市を表彰

W2iは米国IBM,Cisco,MotorolaなどIT関連会社により構成される団体

アジアにおいても台湾台北(2006年6月29-39日）や韓国ソウル（2007年6月27-28日予定）等

で国際会議を企画・実施。

台湾台北で開催されたDigital Cities Convention Taipei にはITCAも25名が参加

日本での開催も検討中、ITCA窓口で折衝中

世界各地でDigital Cities Conventionが行われブロードバンド化の啓蒙活動等を実施

世界各地で展開されている都市、地域での事例や方針の発表、毎年優秀都市を表彰

W2iは米国IBM,Cisco,MotorolaなどIT関連会社により構成される団体

アジアにおいても台湾台北(2006年6月29-39日）や韓国ソウル（2007年6月27-28日予定）等

で国際会議を企画・実施。

台湾台北で開催されたDigital Cities Convention Taipei にはITCAも25名が参加

日本での開催も検討中、ITCA窓口で折衝中

4 52



社団法人情報通信設備協会

デジタルコミュニティデジタルコミュニティ

デジタルビデオ監視
固定とワイヤレス

緊急対応ネットワーク

コミュニティブロードバンドネットワーク

行政利用モデル

業務のモビリティー
(例, ビル検査、ケース管理)

公共サービス
(例,自動料金メーター読取)

高度交通システム

コミュニティブロードバンドネットワーク

民間利用モデル

経済発展に貢献

企業と住民を増加させる

財産価値を上げることで、税収を増加させる

一般のブロードバンドアクセス

全住民のブロードバンドアクセスをもたらし、デジタルデ
バイドを解消

“住民に恩恵”

デジタルコミュニティー -コミュニティのための2つのモデル-米国事例-

5

サンノゼ、サンカルロス（カリフォルニア）(2006年9月5日)– ジョイントベンチャー・シリコンバレーネットワーク、ス

マートバレーとサンマテオ郡テレコミュニケーション局（SAMCAT）は、シリコンバレーメトロコネクト（IBM、Cisco、
Azulstar、SeaKayの共同体）を、シリコンバレー地域で、42団体と240万の人々に対して高速で屋外のワイヤレス
ネットワークを構築し、所有し、管理するために選定したと発表しました。

サンノゼ、サンカルロス（カリフォルニア）(2006年9月5日)– ジョイントベンチャー・シリコンバレーネットワーク、ス

マートバレーとサンマテオ郡テレコミュニケーション局（SAMCAT）は、シリコンバレーメトロコネクト（IBM、Cisco、
Azulstar、SeaKayの共同体）を、シリコンバレー地域で、42団体と240万の人々に対して高速で屋外のワイヤレス
ネットワークを構築し、所有し、管理するために選定したと発表しました。

事例：ワイヤレスシリコンバレー（米国カリフォルニア州）
-公共機関と民間を繋ぐ協力関係-

概要

対象地域1,500 平方マイル

人口約240万人

約80万世帯

42市町４郡

概要

対象地域1,500 平方マイル

人口約240万人

約80万世帯

42市町４郡
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事例 ワイヤレスシリコンバレーの見通し

社会的・経済的成長と地域発展のための最適環境の構築

7

メッシュ型無線LAN事例
•高速、ワイヤレス・ブロードバンドで、全1,500平方マイルの屋外をカバー

•継ぎ目のないインターオペラビリティとモビリティーの提供
•サービスとコンテンツプロバイダー卸売りモデルの提供
•図書館、警察、消防署、コミュニティセンター、ユーティリティ、パーキング
メーター、公共輸送機関を含む公共機関への貢献
•ブロードバンド・カバレッジの隙間（サービスが不十分な地域）を埋める
•ビジターや地元ビジネスマンからの容易なアクセス
•住民にプロバイダーの選択肢を提供

WSV adopted IBM’s recommendation of “Think BIG, start small.”

Phase I Area

Phase 1: 

An 8 city implementation including: San Jose, Santa Clara, Sunnyvale, Fremont, Palo Alto, Mountain View, Newark and Milpitas

– Total Population = 1.56M of the 42 Cities 2.4M pop.

– Total Sq Miles = 355 Sq Miles of the 1,000 Sq Mi.

Phase 1: 

An 8 city implementation including: San Jose, Santa Clara, Sunnyvale, Fremont, Palo Alto, Mountain View, Newark and Milpitas

– Total Population = 1.56M of the 42 Cities 2.4M pop.

– Total Sq Miles = 355 Sq Miles of the 1,000 Sq Mi.

ワイヤレスシリコンバレー
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インド ムンバイ（旧ボンベイ）事例 インド ムンバイ市（旧名 ボンベイ市）

メッシュ型無線LANによるワイヤレス・ブロードバンドサービス事例
新興無線通信事業者であるライフスタイルネットワークス（LifeStyle Networks Pvt. 
Ltd.）によりインフラ構築およびMVNOの運営

約1,800万人の人口エリアであり、世界有数の高い人口密度

都市型の無線ブロードバンド事業の運用例であり、既存通信事業者の課題であるラス
トワンマイルサービスの提供

インターネット、ビデオ監視（過去一年、インド国内で大規模テロが2回発生）、ビデオ会
議システム

メッシュ型無線LAN採用で効率的に広域をカバー

並行して既存ISPにSSIDをホールセール

メッシュ型無線LANによるワイヤレス・ブロードバンドサービス事例
新興無線通信事業者であるライフスタイルネットワークス（LifeStyle Networks Pvt. 
Ltd.）によりインフラ構築およびMVNOの運営

約1,800万人の人口エリアであり、世界有数の高い人口密度

都市型の無線ブロードバンド事業の運用例であり、既存通信事業者の課題であるラス
トワンマイルサービスの提供

インターネット、ビデオ監視（過去一年、インド国内で大規模テロが2回発生）、ビデオ会
議システム

メッシュ型無線LAN採用で効率的に広域をカバー

並行して既存ISPにSSIDをホールセール

9

メッシュ型無線LANによるワイヤレス・ブロードバンド事例
約120km2 の地域をメッシュ型無線LANで面的なサービスを実現

人口 16万人 うち40％が学生であり、14％以上が学位保有者

約850台 の無線LAN基地局でネットワークが構成され、
そのうち8箇所のみに光ファイバを接続

市内での学生向けインターネットアクセスは無償提供

一般市民および企業向けインターネットアクセスは有償

救急車、消防車、警察車両等向けモビリティサービス

河川監視や防犯カメラの無線ネットワーク化

ネットワーク基盤の整備により、企業誘致を促進

メッシュ型無線LANによるワイヤレス・ブロードバンド事例
約120km2 の地域をメッシュ型無線LANで面的なサービスを実現

人口 16万人 うち40％が学生であり、14％以上が学位保有者

約850台 の無線LAN基地局でネットワークが構成され、
そのうち8箇所のみに光ファイバを接続

市内での学生向けインターネットアクセスは無償提供

一般市民および企業向けインターネットアクセスは有償

救急車、消防車、警察車両等向けモビリティサービス

河川監視や防犯カメラの無線ネットワーク化

ネットワーク基盤の整備により、企業誘致を促進

事例 米国アリゾナ州テンぺ市
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メッシュ型無線LAN事例
東アフリカ最大の通信事業者のひとつであるKDN (Kenya Data 
Networks)による運営

Nairobi, Mombasa, Kisumu, Eldoret の４都市でサービスを開始。
初期段階の対象ユーザー数は2～3万人とし、最終的には400万人
向けのサービスを目標とする

“Butterfly” のサービス名称で住民向けサービスと企業向けに提供

トライアル時にメッシュ型無線LANのインフラでインターネットアクセ
ス、音声サービス、映像転送の同時サービスを実証済み

無線技術の導入によりCapEx/OpEx（投資・運用コスト）の削減

メッシュ型無線LAN事例
東アフリカ最大の通信事業者のひとつであるKDN (Kenya Data 
Networks)による運営

Nairobi, Mombasa, Kisumu, Eldoret の４都市でサービスを開始。
初期段階の対象ユーザー数は2～3万人とし、最終的には400万人
向けのサービスを目標とする

“Butterfly” のサービス名称で住民向けサービスと企業向けに提供

トライアル時にメッシュ型無線LANのインフラでインターネットアクセ
ス、音声サービス、映像転送の同時サービスを実証済み

無線技術の導入によりCapEx/OpEx（投資・運用コスト）の削減

ケニア事例 ケニヤ ナイロビ周辺

11

ネットワーク概要

NTT西日本座間味電話
交換局から、大本となる
座間味無線基地ポイント
までは、光ファイバーケ
ーブルを敷設し、渡嘉敷
島、阿嘉島及び慶留間
島の各無線中継ポイント
まで海を挟んだ１０Km
のスパンをPre ＷｉＭＡＸ
(4.9Ghz) Alvarion Ｂｒ
ｅｅｚｅＡＣＣＥＳＳ VL 
B&Bにて伝送

さらにいくつかの中継を
えて、各集落に最大で
２０Mbpsの高速接続を
可能に

台風や集中豪雨等の災
害にも耐えうるために、
基地局設備を２重化

ネットワーク概要

NTT西日本座間味電話
交換局から、大本となる
座間味無線基地ポイント
までは、光ファイバーケ
ーブルを敷設し、渡嘉敷
島、阿嘉島及び慶留間
島の各無線中継ポイント
まで海を挟んだ１０Km
のスパンをPre ＷｉＭＡＸ
(4.9Ghz) Alvarion Ｂｒ
ｅｅｚｅＡＣＣＥＳＳ VL 
B&Bにて伝送

さらにいくつかの中継を
えて、各集落に最大で
２０Mbpsの高速接続を
可能に

台風や集中豪雨等の災
害にも耐えうるために、
基地局設備を２重化

53″ 86

51″ 82

Ｎ

慶留間ポイントＮ 26° 10′ 56″ 68
Ｅ 127° 17′ 19″ 94

座間味
ＦＷＡポイント

慶留間ＦＷＡポイント

°

照山ＦＷＡポイント

阿嘉ＦＷＡポイント

渡嘉敷
ＦＷＡポイント

NTT座間味
電話交換局

港の見える丘
ＦＷＡポイント

阿波連ＦＷＡポイント

事例 沖縄県 座間味村、渡嘉敷村

12

Pre WiMAX事例
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渡嘉敷中継基地局 照山基地局

渡嘉志久の加入者局
（前面にホテルがあるため電柱に設置）

渡嘉敷の加入者局

事例 沖縄県 座間味村、渡嘉敷村

13

WiMAX事例

英国的な人口約180,000人都市（多民族都市の色彩が濃い）

CCTV ネットワークは都市の犯罪危険地帯をカバーしている

WiMAX（Alvarion BreezeACCESS VL in 5.8GHz）

監視カメラは、建物、街路標識、公園側に立地

１セクターにつき4つのカメラ（3km以内の距離 ）

ビテオ転送速度 ~ 2Mbps

2週間で構築、初の犯人逮捕に成功

CCTVカメラの設置のため、ワイヤレス・ブロードバンドを地元のBOSCH Gmbh社と

協力して構築

WiMAX事例

英国的な人口約180,000人都市（多民族都市の色彩が濃い）

CCTV ネットワークは都市の犯罪危険地帯をカバーしている

WiMAX（Alvarion BreezeACCESS VL in 5.8GHz）

監視カメラは、建物、街路標識、公園側に立地

１セクターにつき4つのカメラ（3km以内の距離 ）

ビテオ転送速度 ~ 2Mbps

2週間で構築、初の犯人逮捕に成功

CCTVカメラの設置のため、ワイヤレス・ブロードバンドを地元のBOSCH Gmbh社と

協力して構築

事例事例 英国英国 マンチェスターマンチェスター ＢｒｕｙＢｒｕｙ

–– 映像監視ネットワーク映像監視ネットワーク
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WiMAX事例
サンディエゴ郡の主要な法執行機関 - 4,2000平方マイルのサービスエリアを対象約4,000人の警察官

600台のパトロールカーに WiMAX (Alvarion BreezeNET SA10 station)を搭載

40-50 個所の基地局

駅舎、法廷と刑務所を施設に設置されている約70のアクセスポイント

シームレスで統合されたCDPD ネットワーク

1人当たり２時間の生産性向上を計画

WiMAX事例
サンディエゴ郡の主要な法執行機関 - 4,2000平方マイルのサービスエリアを対象約4,000人の警察官

600台のパトロールカーに WiMAX (Alvarion BreezeNET SA10 station)を搭載

40-50 個所の基地局

駅舎、法廷と刑務所を施設に設置されている約70のアクセスポイント

シームレスで統合されたCDPD ネットワーク

1人当たり２時間の生産性向上を計画

事例事例 米国米国 カリフォルニア州カリフォルニア州サンディエゴサンディエゴ 郡郡

保安官部門保安官部門 （（Homeland SecurityHomeland Security））

www.sdsheriff.net

15

事例事例 米国シアトル市米国シアトル市
SpeakeasySpeakeasy社社 –– 企業向けサービスプロバイダー企業向けサービスプロバイダー ((音声、データ音声、データ))

   

WiMAXによるブロードバンド・サービス
最初旧市街地域
サービス料金 6Mbps -$800

T1料金1.5Mbps-月額$500（高価）

Speakeasy,Intel,Alvarionはシアトルの5平方マ
イル地域に無線インターネットを提供必要システ
ムを設置したと発表

WiMAXによるブロードバンド・サービス
最初旧市街地域
サービス料金 6Mbps -$800

T1料金1.5Mbps-月額$500（高価）

Speakeasy,Intel,Alvarionはシアトルの5平方マ
イル地域に無線インターネットを提供必要システ
ムを設置したと発表

Seattle, USA Seattle, USA 
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WiMAXによるブロードバンド・サービス
スウェーデン最大のエネルギー供給会社Vattenfall社 とGotland自治体の合弁会
社

公共エネルギーとブロードバンド通信サービス

Gotland島 – 人口少数地域 通信とコマースに長けた住民

2001年開始 PreWiMAX  (2.4 GHz Network – BreezeACCESS)

2003年開始 3.5 GHz 無線ライセンスを取得

Gotlandは スウェーデン最初のコミュニティー

ワイヤレス DSLサービス

WiMAXによるブロードバンド・サービス
スウェーデン最大のエネルギー供給会社Vattenfall社 とGotland自治体の合弁会
社

公共エネルギーとブロードバンド通信サービス

Gotland島 – 人口少数地域 通信とコマースに長けた住民

2001年開始 PreWiMAX  (2.4 GHz Network – BreezeACCESS)

2003年開始 3.5 GHz 無線ライセンスを取得

Gotlandは スウェーデン最初のコミュニティー

ワイヤレス DSLサービス

SwedenSweden

事例事例 スウェーデンスウェーデンGotlandsGotlands電力サービス会社電力サービス会社

www.gotlandsenergi.se

www.vattenfall.com

17

平成19年3月2（金）・3日（土）、沖縄コンベンションセンターにおいてNPO法人

日本ケアフィットサービス協会主催による [ジェロントロジー国際総合会議 2007 
in OKINAWA] が開催され、シンポジウム分科会において講演を行うとともに、

ITCAがメッシュ型無線LANを提供し、無線ソリューションによる所在管理・監視カメ

ラ・インターネットアクセス等のサービスを実施

平成19年3月2（金）・3日（土）、沖縄コンベンションセンターにおいてNPO法人

日本ケアフィットサービス協会主催による [ジェロントロジー国際総合会議 2007 
in OKINAWA] が開催され、シンポジウム分科会において講演を行うとともに、

ITCAがメッシュ型無線LANを提供し、無線ソリューションによる所在管理・監視カメ

ラ・インターネットアクセス等のサービスを実施

◆ メッシュ型無線LANの提供 “
（無線ソリューションによる所在管理・監視カメラ・インターネットアクセス業務）

介護／見守りシステムの実現
メッシュ型無線及び小電力無線ICタグシステムによる位置情報と呼び出し

システム構築
無線IPカメラとメッシュ型無線LANによる会場映像のストリーミングサービス
屋内／屋外のシームレスなホットゾーンサービス

◆ メッシュ型無線LANの提供 “
（無線ソリューションによる所在管理・監視カメラ・インターネットアクセス業務）

介護／見守りシステムの実現
メッシュ型無線及び小電力無線ICタグシステムによる位置情報と呼び出し

システム構築
無線IPカメラとメッシュ型無線LANによる会場映像のストリーミングサービス
屋内／屋外のシームレスなホットゾーンサービス

事例 沖縄県
国際コンベンションセンターにおけるメッシュ型無線LANサービスの提供

見守りネットワークシステム事例

小電力無線ICタグ

通報ボタン機能付き
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サービス概要

I無線P カメラによるストリーミング
無線ICタグによる所在管理システム

メッシュ型無線LAN屋外機仮説アンテナNOC

事例 沖縄県
国際コンベンションセンターにおけるメッシュ型無線LANサービスの提供

見守りネットワークシステム事例

19

平成19年3月17日～18日、“新宿御苑100周年記念イベント” が開催され、会場

内にテントを設営（3箇所）、PC9台を配置し、ＩＴＣＡがメッシュ型無線LAN環境を構築

し、サービスの提供を実施、広域でのBBアクセスを短期間に構築可能な事を確認

平成19年3月17日～18日、“新宿御苑100周年記念イベント” が開催され、会場

内にテントを設営（3箇所）、PC9台を配置し、ＩＴＣＡがメッシュ型無線LAN環境を構築

し、サービスの提供を実施、広域でのBBアクセスを短期間に構築可能な事を確認

*直線距離で400m程度

テント設置エリア

管理事務所へ光回線開通

この辺りに木が多い

事例 東京都新宿区
新宿御苑内にてメッシュ型無線LANサービスの提供
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現地状況

屋内機設置場所テント設営場所から見た管理事務所

屋外機と通信

Nifty

ONU

ＮＴＴ Ｂフレッツ
新宿御苑管理事務所

ＷｉＦｉ 屋外機ＷｉＦｉ 屋外機

IEEE802.11ｊ

距離３０ｍ

屋内機

ステージ

IEEE802.11ｇ

IEEE802.11ｇ

IEEE802.11ｇ
ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ

Ｒｏｕｔｅｒ

インターネット

ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞ

実施系統図
テント内

距離 ３７０ｍ

新宿御苑内にてメッシュ型無線LANサービスの提供

21

社団法人情報通信設備協会

ITCAでは利活用を促進するために各種アプリケーションの

ご提案と構築のお手伝いを実施しております

便利で快適なインターネット・アクセスの実現

WBBで外出先や移動時でも快適にインターネットアクセスが可能

Mobil Web2.0に対応したワイヤレスブロードバンド・アクセス確保

デジタルデバイドの解消

無線IP技術の向上と利活用技術により条件不利地域の解消

安心・安全な地域社会の実現

監視カメラシステムと映像情報分析による警報システム

無線ICタグにより位置情報や緊急通報情報の発信

ICTによる地域経済の発展やブランド力の向上を促進

最先端ワイヤレス技術導入による生産性向上、ブランド力向上

アプリケーション開発などを通じ関連新産業の創出効果

新しいビジネスモデルの開発による事業創出効果

ITCAでは利活用を促進するために各種アプリケーションの

ご提案と構築のお手伝いを実施しております

便利で快適なインターネット・アクセスの実現

WBBで外出先や移動時でも快適にインターネットアクセスが可能

Mobil Web2.0に対応したワイヤレスブロードバンド・アクセス確保

デジタルデバイドの解消

無線IP技術の向上と利活用技術により条件不利地域の解消

安心・安全な地域社会の実現

監視カメラシステムと映像情報分析による警報システム

無線ICタグにより位置情報や緊急通報情報の発信

ICTによる地域経済の発展やブランド力の向上を促進

最先端ワイヤレス技術導入による生産性向上、ブランド力向上

アプリケーション開発などを通じ関連新産業の創出効果

新しいビジネスモデルの開発による事業創出効果

22

地域ワイヤレス・ブロードバンド利活用の促進
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Mobile
Network

23

Mobile Web2.0
テレワーカー、モバイルワーカーの増加に対応したWebアクセス手法

Web2.0/SOAの普及
•アプリケーションやコンテンツが連動
•端末のInternet接続が常態化
•何時でも何処でもInternet
•バイナリーデータからXMLデータへ
•通信トラフィックの増加へ
端末ストレージが不要

Mobile&Web2.0
•WEBブラウザーでアクセス

•フルブラウザー(SmartPhone)
•何時でも何処でもWeb接続

•高速安定アクセスが必須

連動
共鳴
進化

MobilePC

SmartPhone

Web2.0を活用するにはモビリティーが利用できるワイヤレスアクセスが最適Web2.0を活用するにはモビリティーが利用できるワイヤレスアクセスが最適

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

Internet

アプリケーション

アプリケーション

無線タグを使った児童の見守りシステム

IIEEE802.11ｊ

IIEEE802.11b/g

微弱無線通信

無線IPスピーカー

無線ダグ

無線監視カメラ

無線タグを持っている子どもの位置（通学路や学校）を、保護者の携帯電話やパソコン等に
配信また、ポイント通過時に画像・映像を撮影し、確実に本人が通過したかどうか を確認

無線タグを持っている子どもの位置（通学路や学校）を、保護者の携帯電話やパソコン等に
配信また、ポイント通過時に画像・映像を撮影し、確実に本人が通過したかどうか を確認

24

メッシュ型無線LAN＋省電力無線
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＜登下校通知システム＞

電子タグ等を使って、児童がいつ校門（出入口）を通過したか

を保護者等に電子メール等で提供

＜登下校通知システム＞

電子タグ等を使って、児童がいつ校門（出入口）を通過したか

を保護者等に電子メール等で提供

名札／カバン等に微弱無線タグを
取付けて、学童情報を認識します。

保護者等

保護者等

○時△△分頃、○○さん
が校門を通過しました。

校門通過を指定
のアドレスに送信

学校内に設置された
サーバー等

地域ワイヤレス・
ブロードバンド

無線タグを使った児童の見守りシステム無線タグを使った児童の見守りシステム

25

メッシュ型無線LAN＋省電力無線

「フィールドサーバ」はセンサーとネットワーク技術を利用した屋外IT化システム

農業・農場・学校・観光地などの屋外環境の遠隔モニタリングを可能にする

フィールドサーバはWEBサーバを内臓した様々な計測・操作を行える小型コンピュータと、場所
にとらわれず簡単に大量のデータを送ることができる無線LAN機能を備え、様々なセンサーや

ウェブカメラ等の外部機器を簡単に接続できるモニタリングシステム

「フィールドサーバ」はセンサーとネットワーク技術を利用した屋外IT化システム

農業・農場・学校・観光地などの屋外環境の遠隔モニタリングを可能にする

フィールドサーバはWEBサーバを内臓した様々な計測・操作を行える小型コンピュータと、場所
にとらわれず簡単に大量のデータを送ることができる無線LAN機能を備え、様々なセンサーや

ウェブカメラ等の外部機器を簡単に接続できるモニタリングシステム

～ 日照量センサー無線LAN／CPU WEBカメラセンサー部 ～

日照量センサー

無線LAN／CPU

WEBカメラ

センサー部

地域ワイヤレ
ス・

ブロードバンド

フィールドサーバを活用した地域情報管理システムフィールドサーバを活用した地域情報管理システム

26

農業現場において、圃場の環境や対象作物の状態を知ることは、作物の品質向上、病害虫防除、圃場管理などを
行う上で重要であるが、このような情報を収集するには多くの労力や費用が必要だった

メッシュ型無線LANの利活用
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データモニタリング
プログラム

Wi-Fi

PDA

インターネット
ウェブサーバ

ウェブブラウジング
（HTML，JAVA）

FS

Wi-Fi

ローカルPC

Wi-Fi

XMLデータ ウェブカメラ画像

Wi-Fi

FS

ノートPC

FS

データモニタリング
プログラム

～ フィールドサーバ活用概念図 ～

フィールドサーバを活用した地域情報管理システムフィールドサーバを活用した地域情報管理システム

フィールドサーバを圃場に設置すれば、データの収集や周辺機器の制御などをインターネットを通じて簡
単に行うことができます。多数設置すれば、それぞれが無線で接続し全体として高度なシステムを形成す
ると共に、周辺にホットスポットを提供することで農村のユビキタスネット化を促進します。

フィールドサーバを圃場に設置すれば、データの収集や周辺機器の制御などをインターネットを通じて簡
単に行うことができます。多数設置すれば、それぞれが無線で接続し全体として高度なシステムを形成す
ると共に、周辺にホットスポットを提供することで農村のユビキタスネット化を促進します。

27

～ 水道メータ・IPシステム ～

Ｈ
Ｕ
Ｂ

無線子機

パソコン

ガスメータ

無線親機

ＩＰ型送信機

インターネット

電子式水道メータ

自動検針センター

メッシュ型
無線LAN

CPE

ＡP

水道メータ遠隔監視システム

28

電子式水道メータとメッシュ型無線LANシステムの活用しインターネット網を介して遠隔監視センターで自動検針が出来る
センター・端末（IP型送信機）の双方向通信により端末からは漏水・漏洩の通報やセンターより水道メータの制御弁・ガス

メータの遮断弁を開閉することもでき、安心・安全な生活を営める
・自動検針による経費の節減が図れる。
・検診業務における手入力作業を全て自動化、入力ミスや計算ミスが無くなり、住民サービス が向上できる
・検診監視による高齢者見守りシステム等に応用できる

メッシュ型無線LANの利活用
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地域ワイヤレス・
ブロードバンド

無線監視カメラ＆監視システム

SSE – AF SSE – AF SSE – AF SSE – DF SSE – DF

振る舞い分析 ナンバープレート記録 テールゲート/ID管理 バッジ読み機 レーダー分析

Smart Surveillance Solution 

無線IPカメラ

監視対象被写体

29

IBMワトソン研究所にて10年近く研究してきた画像認識・解析技術を、昨今の監視画像デジタル化、PC高機能化に併せ製品化
リアルタイムの高機能分析と警報、アーカイブの高機能検索と分析がWindowsサーバークライアント環境で可能
既存監視カメラＮＷ・インフラへの組込み、監視画像の自動収集により、低コストで運用可能
オープンスタンダード準拠で、高い汎用性と拡張性を持ち、低コストで集中化・統合化されたデータ管理と運用が可能

IBMワトソン研究所にて10年近く研究してきた画像認識・解析技術を、昨今の監視画像デジタル化、PC高機能化に併せ製品化
リアルタイムの高機能分析と警報、アーカイブの高機能検索と分析がWindowsサーバークライアント環境で可能
既存監視カメラＮＷ・インフラへの組込み、監視画像の自動収集により、低コストで運用可能
オープンスタンダード準拠で、高い汎用性と拡張性を持ち、低コストで集中化・統合化されたデータ管理と運用が可能

事例 IBM Smart Surveillance Solution （S3）

① Web ベースの事象統計

早期問題発見のための統計・マイニング機能

② Web ベースの事象検索

対象物の
種類・大きさ・移動速度・位置・色・行動時間など

個別または複合検索が可能

③プライバシーの保護

④Web ベースのリアルタイム 警報

動きの検知
行動方向の検知
指定区域への侵入
盗難、撤去検知
カメラの移動/覆い隠し

ユーザー指定による警報

S3で実現できる機能S3で実現できる機能

S3独自の機能S3S3独自の機能独自の機能 従来のビデオ監視システム機能従来のビデオ監視システム機能

①Web ベースの事象統計 ②Web ベースの事象検索 ③プライバシーの保護

+
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監視カメラからの入力画像 監視画像（条件を確認）

画像の解析状況
•入力画像をもとに物の大きさや色などを解析し解析の結果に
それぞれオブジェクト番号を割り当てその単位で画像内の挙動を
把握し情報をxml化して専用サーバーに送付する

入力元の選択
•解析する入力画像を選択し、個別に監視
を実行できる。

事例 監視カメラ映像ソリューション(Smart Surveillance Solution )

31

事例事例 監視カメラ映像ソリューション監視カメラ映像ソリューション(Smart Surveillance Solution )(Smart Surveillance Solution )

入場カウント

進入検知

持ち去り検知

行動トレース

店舗での応用事例

画像をリアルタイムで監視可能
警報や画像検索による自動監視業務

地域ワイヤレス・
ブロードバンド
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固定BB回線

固定BB回線

固定BB回線 メッシュ型無線ネットワークの特長メッシュ型無線ネットワークの特長
利便性、経済性、高速性を統合利便性、経済性、高速性を統合
素早い導入と高い拡張性素早い導入と高い拡張性
自律修復機能で管理が容易自律修復機能で管理が容易
優れた経済性（低コストで導入。運用）優れた経済性（低コストで導入。運用）

4.95Ghz帯
5.03GHz帯

高出力無線LAN
拠点間中継

33

メッシュ型無線LANネットワーク

802.11nの出現により超高速化(100-300Mbps)が期待される802.11nの出現により超高速化(100-300Mbps)が期待される

欧米のデジタルシティーで大多数が利用欧米のデジタルシティーで大多数が利用

メッシュ型無線メッシュ型無線LANLANネットワークネットワーク

34

メッシュ型無線LAN構

造
マルチ無線構造 デュアル無線構造 シングル無線構造

802.11b/g+802.11j(2ch) 802.11b/g+802.11j(1ch) 802.11b/g+802.11b/g

2.4Ghz+4.9Ghz 2.4Ghz+4.9Ghz 2.4Ghz+2.4Ghz

アクセス系とバックホール系の無線
周波数を分けバックホール系で複
数チャネルを使用

アクセス系とバックホール系
の無線周波数を分けバック
ホール系を単一チャネルで
使用

アクセス系とバックホールを
同一無線周波数で使用

ネットワーク全体が高速なアクセス
速度と広範囲なカバーエリア、ネッ
トワークの拡張性が容易に実現
トリプルプレイが実現可能

シングル無線構造に比べ高
速なアクセス速度と広範囲な
カバーエリア、ネットワークの
拡張性が実現可能

同一無線周波数による混信
がおこり易くカバーエリアを拡
張する場合、多数の無線
ルータが必要

アクセス系は2.4Ghzを使用してい
るので多くの端末に内蔵されており
安価

アクセス系は2.4Ghzを使用
しているので多くの端末に内
蔵されており安価

アクセス系は2.4Ghzを使用
しているので多くの端末に内
蔵されており安価

海外で大規模事例も出現 大規模用では課題も提議さ
れている

大規模用では課題も提議さ
れている

メッシュ型無線LANネットワーク構造の種類
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Wi-Fi端末

35

普及が進むWi-Fi端末、量産化が進み安価に入手可能

WiMAX WiMAX 次世代ワイヤレス・ブロードバンド次世代ワイヤレス・ブロードバンド

36

Broadband

Mobility

出所：Alvarion社

世界の多くの通信キャリアや関連ベンダーが進出表明世界の多くの通信キャリアや関連ベンダーが進出表明
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WiMAXWiMAX

37

次世代モバイルIPアクセス技術として期待されている次世代モバイルIPアクセス技術として期待されている

37

ワイヤレス・ブロードバンドの構築手法ワイヤレス・ブロードバンドの構築手法

38

WiMAX&
WiMAX+Wi-Fi

Pre WiMAX Pre WiMAX+Wi-Fi WiMAX+Wi-Fi WiMAX

802.16-2004 802.16-2004
+802.11b/g

802.16e+802.11b/g 802.16e

4.9Ghz 4.9Ghz+2.4Ghz 2.5Ghz+2.4Ghz 2.5Ghz

比較的高い周波数を使
用しているため障害物
回避の特長が得られ難
い
比較的容易に設置可能

WiMAXベースステー
ションとWi-Fi変換サブ

ベースステーションの設
置場所に工夫が必要

使用無線周波数の認可
が必要
障害物の回り込み伝送
が可能でWi-Fi変換サ

ブベースステーションの
設置が比較的容易

使用無線周波数の認可
が必要
長距離伝送に必要なア
ンテナよりの見通しが必
要なため、アンテナの高
さが必要

端末アダプターが必要 端末はWi-Fiが利用出
来,端末に内蔵されてい

る場合が多く安価

端末はWi-Fiが利用出
来,端末に内蔵されてい

る場合が多く安価

WiMAX対応端末が出現
するまではアダプターが
必要

見通しの良い地域向け
サービス
無線バックボーンとして
基地局間通信としても
利用可能

基地局とサブベースス
テーション間では見通し
の良さが必要

WiMAX端末が出現す

れば直接送受信も可能
に

2008年頃より本格的に
投入されるWiMAX/Wi-
Fi端末により普及が加速

WiMAX & Wi-Fi
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39

ワイヤレス・ブロードバンド技術の比較ワイヤレス・ブロードバンド技術の比較

メッシュ型無線ＬＡＮ WiMAX

無線ライセンス 不要 要

アクセス速度 11Mbps,54Mbps,108Mbps(150Mbps,300Mbps)
実効速度 数Mbps～(帯域制御可能）

～70Mbps
実効速度 数Mbps（帯域周波数により変化）

カバーエリア 半径100-300m単位で拡張
マイクロセル（アンテナ当たりの端末数が少ない）
中継可能ホップ数は機器により異なる（遅延時間
等）、高利得アンテナで数キロメートルの事例も

半径500m-2Km単位で拡張
高利得アンテナ使用で数十キロの事例も
マクロセル（アンテナ当たりの端末数が多く速
度低下も）

バックホール 無線LANで基地局を中継
多段中継も可能

基地局に固定回線等で接続
中継で接続も可能

端末種類とコスト 現在量産され市販されているWi-Fi対応端末が利用
可能で量産効果により安価

今後出現するまで未定
固定回線のランニングコストが必要

運用コスト ネットワーク経路の自動リカバリーが出来るため即
時現場対応が少なく低コスト

１台のアンテナを多くの端末が利用しておりリ
カバリーの即時対応が必要

ネットワークの信頼
性

障害発生時において、自動的に経路のリカバリー
出来るのがメッシュ型ネットワークの特長

障害発生時の自動経路リカバリーが無い、又
基地局の無停電電源対策も検討必要

ネットワークの冗長
性

地域の状況に応じたネットワーク構築が小規模単
位で可能で利用者数や通信帯域の拡張が比較的
容易（マイクロセル単位の拡張）

拡張時にはバックホールの固定回線工事と到
達距離を考慮した場合比較的高さを考慮した
アンテナ設計が必要（マクロセル単位の拡張）

特徴 他のネットワークとシームレスな接続や補完的利用
が可能、利用可能端末が多くアプリケーションも豊
富 802.11nお出現で超高速化に期待も（2007年よ
り5.6Ghzの緩和政策で広帯域化の整備も行われる

新しい無線技術が盛り込まれている 端末の
量産は２００８年頃からの見通し
高速アクセスが可能（利用無線周波数により
異なる）

39

メッシュ型無線ＬＡＮ/ＷｉＭＡＸ機器

メッシュ型無線ＬＡＮ WiMAX

アンテ
ナ

基地
局
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データセンター

ファイバーケーブル

インターネット

802.11b/g

802.11j

メッシュ型無線LANルータ
WiMAX/802.16e

ワイヤレス・ブロードバンドの種類と構成例

モビリティー

ユビキタス

ユビキタス

宅内
宅内

宅内

モビリティー

モビリティー

メッシュ型無線LANルータ

802.11b/g

802.11b/g

2.5Ghz/4.9Ghz

41

社団法人情報通信設備協会

ネットワークの融合ネットワークの融合

無線LAN

固定回線

ユビキタス
センサーネット

ワーク

携帯電話網

ワイヤレス
ブロードバンド

社会インフラ
ネットワーク

ホットゾーン型
無線ＬＡＮ

モバイル・セ
ントレックス

FMC
(デュアルフォン)

オーバレイ・ネットワーク

ワイヤレス・ブロードバンドは他のネットワークと融合・補完し、利活用が促進される

M2M

PC/PDA

Mobile Phone Hand Over
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社団法人情報通信設備協会

ITCAITCAの地域ワイヤレス・ブロードバンド利活用への取り組みの地域ワイヤレス・ブロードバンド利活用への取り組み

RSSI (dB)

-66.0
-66.7

-73.3

-82.0

-85.0

-80.0

-75.0

-70.0

-65.0

-60.0

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

距離　ｋｍ
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社団法人情報通信設備協会
44

名称名称 社団法人情報通信設備協会社団法人情報通信設備協会
ITCAITCA
(Information(Information TelecommunicationTelecommunication EquipmentEquipment ConstructionConstruction Association)Association)

設立設立 19531953年年

本部本部
東京都中央区東京都中央区

地方本部地方本部（（1010））

北海道、東北、信越、関東、東海、北北海道、東北、信越、関東、東海、北
陸、関西、中国、四国、九州陸、関西、中国、四国、九州

事業内容事業内容
電気通信事業者、情報通信機器メーカ電気通信事業者、情報通信機器メーカ
ーとの共生を推進し自治体、企業、一ーとの共生を推進し自治体、企業、一
般消費者に対し「ユビキタス・ネットワ般消費者に対し「ユビキタス・ネットワ
ーク社会」の実現に向けた支援活動ーク社会」の実現に向けた支援活動

会員数会員数
約約900900社社 （通信キャリア、通信機器メ（通信キャリア、通信機器メ
ーカー、通信回線工事事業者、ーカー、通信回線工事事業者、SireSire、、
ソフトウェア開発企業、ソフトウェア開発企業、ICTICT関連流通事関連流通事

業者、その他）業者、その他）

北海道北海道

東北東北

信越信越

北陸北陸

関西関西

中国中国

九州 四国四国
東海東海

関東関東

本部本部

全国の地方本部全国の地方本部

お問合せ先
ITCA情報通信設備協会
〒103-0025東京都中央区茅場町2-17-7

第二大倉ビル3階
℡03-5640-6508 fax 03-5640-6599
メール honbu@itca.or.jp
URL http://www.itca.or.jp/

法人概要
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ITCA社団法人情報通信設備協会

ワイヤレスシティズ推進専門委員会
久堀 博 kubori@itca.or.jp

有難うございました
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「メッシュ型無線ネットワーク技術の
普及・拡大に向けて」

平成19年6月6日

株式会社 シンクチューブ

代表取締役 海藻 敬之

事例発表２－⑦

Thinktube Ltd.

事業コンセプト

株式会社 シンクチューブ

会社概要

社名 ：株式会社シンクチューブ （Thinktube Inc.   ）

事業開始：２００１年 １１月

代表 ：代表取締役 海藻 敬之

所在地 ： （本社） 兵庫県神戸市東灘区 神戸ファッションマート４階 (TEL:078-857-8390)

（東京オフィス） 東京都渋谷区鶯谷町15-9 カザマビル

代表略歴：

• 1985          東京大学理学部卒

• 1985-94      日本ＩＢＭ

• 1996-98      カリフォルニア大学 Santa Cruz （Master of Computer Engineering ）

• 1998-2000 Rooftop Communication Inc. (Mountain View, USA )

• 2000-2001 Nokia USA R&D (Mountain View, USA)

（株）シンクチューブは、次世代ネットワーク研究から始まり開発、

製品化までを手がける研究開発型の技術ベンチャー企業です。

第一弾として、カスタマイズ可能な無線メッシュルーター「ＲＭＲ

シリーズ」を２００５年に商品化しました。

無線ＬＡＮ、組込ソフトウェア、知能情報処理などの分野で最先端の

ソリューションを提供してまいります。

次世代
ネットワーク

無線ＬＡＮ

組込基盤
ソフトウェア

センサ・
ロボット

（知能情報
処理）

自在に
ユビキタス

自在にユビキタス
Thinktube Inc.
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広域エリアにおける「無線メッシュ・ルータ」の活用パターン

ﾈｯﾄﾜｰｸ
概要

技術的
課題

当社での
実績

②長距離無線通信機との組み合わせ ③WiMAXとの組み合わせ①ﾒｯｼｭﾙｰﾀのみ

WiMAX
基地局

WiFiﾒｯｼｭNW ﾉｰﾄﾞ間50m-100m
AODVプロトコルに準拠

トポロジー変化に対応可能(低速移
動体への搭載可能）、映像･音声ﾃﾞｰ
ﾀ対応可能

カスタマイズ可能

六甲アイランドメッシュとして6ﾉｰﾄﾞ
150m*350m 2006/3から長期稼動。
15ﾉｰﾄﾞに拡張、400m*900m 稼動検証
済み。

大型タンカー内ｾﾝｻｰﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑ

屋外用環境センサーField Serverに組
み込まれ農業特区で稼動

群ﾛﾎﾞｯﾄ型ﾚｽｷｭｰﾛﾎﾞｯﾄに搭載

カメラ映像伝送のためのスループッ
トの拡大

大規模ｼｽﾃﾑへの対応

運用性の向上

VoIPへの対応

数十m～200/300m

数km～

長距離無線システムとWiFiﾒｯｼｭの組合せ

散在するWiFiメッシュネットワークを統合

長距離無線システム例
802.11j 無線LAN（管轄通信局への簡易申

請のみで利用化）
18GHz帯 高速無線システム（公共向け）

5GHz帯長距離無線システム
BreezeAccess(理経／アルバリオン社製） との
組合せで稼動実績あり ６ｋｍ離れた２地点間
でそれぞれのサイトにあるﾒｯｼｭ間を接続

他の長距離ｼｽﾃﾑについても検証対応可能

ネットワーク運用機能の拡充

設置簡便性向上

WiMaxネットワークをバックボーンとしlast1 
mile（last 1 km ) にWiFiﾒｯｼｭネットワークを
組合せる垂直統合型無線ネットワーク

WiMAX子局とWiFiメッシュ機器を有線
LAN接続

WiMAX子局とWiFiメッシュ機器を有線LAN
接続できれば技術的には直ちに利用可能

検証対応可能

ネットワーク運用機能の拡充

セキュリティ機能の拡充

QoS等によるサービス調整機能の拡充

WiMax子局＋
WiFiメッシュ~10Km

参考事例： WiFiメッシュネットワークと長距離無線システムとの統合システム

· RFIDタグ

· 携帯IP電話のレスキュー現場での利用
· 小型情報収集ユニット

散在する無線ネットワークを統合し仮想的には一つのネットワークに見える技術を開発

神戸市 ポートアイランドと六甲アイランドに設営したWiFi
メッシュネットワークを長距離無線(802.11j）で接続

2007年3月より実験運用開始

約6km

WiFiメッシュネットワーク

WiFiメッシュネットワーク
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製品＆サービス 2007/05

通信システムの

設計/開発

製品明細および実績

移植実績

プラットフォーム例
通信ミドルウェア

の移植サービス

通信ミドルウェアの

設計/開発

製品分類サービス分類

「カスタマイズ開発環境」
（ＭｅｓｈＣｒｕｚｅｒ ＳＤＫ、

ＭｅｓｈＶｉｓｔａ ＳＤＫ）

①L-Box ルーター超小型サーバ （NTTコムウェア社） 日立/SH4
②Linux Zaurus ＰＤＡ （シャープ社） Intel/Xscale
③WRT54G ルーター （LinkSys 社） Broadcom/MIPS
④EP405 組込ボード （Embedded  Planet社） IBM/PowerPC
⑤Armadillo 組込ボード （アットマークテクノ社） ARM9

無線メッシュミドルウェア
「MeshCruzer」

無線メッシュルーター
「RMRシリーズ」
（自社製品）

「EMB502」
（組込用）

「MRI502」
（屋内用）

「MRO502」
（屋外用）

「MeshVista」
（無線メッシュネットワーク
管理ソフトウェア）

「MeshCruzer」
（メッシュ型
通信ミドルウェア）

神戸六甲アイランド
公衆無線ＬＡＮサービス

西宮市北山緑化植物園
の環境監視ネットワーク

ビル内の無線ビデオ監視
ネットワーク

レスキュー用の
群ロボット制御
ネットワーク

船舶建造時の計器テスト
用の臨時ネットワーク

街中のアクセスポイント 映像ネットワーク 環境センサー用ネットワーク

モバイル センサーネットワーク アドホック センサーネットワーク

フィールドサーバ
（農場用センサ用）

900m×400mに無線メッシュ

エリアを拡大して通信サービス
ビル内に８ノードを設置して
ビデオ監視用の無線メッシュ
ネットワークを実現

トラクターの
運行監視ネットワーク

ＧＰＳやカメラを搭載した、トラクター
のセンサ情報をモニタリングして
事故の早期発見に役立てる

環境センサーとカメラを
利用して、数百メートルの
園内をモニタリング

農場の環境センサーおよび
カメラを利用して、生育状況
をモニタリング

災害現場のロボット複数台を
ネットワーク化して移動制御
可能な範囲を拡大

スクリューなどの計器の
検査データを船室まで
収集する

車両・重機用センサー
のネットワーク実験

土木工事現場の重機センサ
収集のためのメッシュネット
ワーク利用の実証実験

無線メッシュネットワーク「RMRシリーズ」の導入＆検証事例

NPO国際ﾚｽｷｭｰｼ

ｽﾃﾑ研究機構

UMRS-NBC
中央農業総合研究センター

中央農業
総合研究
センター
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事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

【事例概要】
神戸市産業振興局の協力のもとに、2006年3月より神戸・六甲アイランド地区で提供してきた、「公衆無線
ＬＡＮサービス」エリアを2007年3月に大幅に拡大し、新たな無線メッシュネットワークの可能性を検証した。

屋外ｱﾝﾃﾅ

屋外用メッシュルーター

フィールドサーバ

400m

900m

太陽光パネル
電源

での稼動テスト

Nokia E61
無線LAN対応

携帯電話

① ②

③

④

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

400m

900m
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Location-1 (Gateway)

ｱﾝﾃﾅ （Mesh・ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

Location-2 (フィールドサーバー)

フィールドサーバー

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス
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Location-③

MRO502
ｱﾝﾃﾅ

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

南側へ拡大

–KFM４階から南側へ複数のノードを
設置

• ８ｄBiの指向性アンテナ利用

–その中の一つは右写真のノード
（KFMから約350mの距離）

• １２ｄBiの指向性アンテナ利用

• KFM4階と直接つながることを
確認

–太陽光パネルでの稼動テスト

• 1時間に１５分間の間欠稼動

KFMビル（距離約350m）

太陽光パネル電源
での稼動テスト

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

Ｌｏｃａｔｉｏｎ－④
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農業用ｾﾝｻｰを設置

–弊社のメッシュルーターを内蔵

–場所は前述の太陽光パネル設
置場所

フィールドサーバー
（(独）中央農業総合研究ｾﾝﾀｰ）

右の画像は、ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｰﾊﾞｰ内蔵無
線IPカメラ内臓で撮影した画像を
無線伝送しKFM館内で見たもの

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

無線IP端末を用いたアプリケーション実験

無線メッシュ・ネットワークで通信
サービス提供されている “450m ｘ
８５０ｍ” の領域での無線IP電話

Asterisk（ｵ-ﾌﾟﾝｿｰｽPBXｿﾌﾄｳｪｱ）を
利用した音声通信

通信が安定な状態では高品質な通
信可能

通信が不安定な環境では音声が途
切れ、これらの解決は今後の課題

Nokia E61
無線LAN対応携帯電話

•無線メッシュネットワーク経由で電話をかけることがで
きる（地域内通話）
•通話料なし
•世界中で進行中のFMCを“地域全体”を対象に実現可
能へ

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス
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MeshVistaによる無線ネットワーク監視

•ノード数は15

•この例では北側が上に
南側が下に表示されてい
る

事例 ： 神戸六甲アイランド 公衆無線ＬＡＮサービス

六甲アイランドメッシュ運用のまとめ
– 2006年3月から15ヶ月間 連続運転の実績

– 有線敷設が一切不要であるので必要に応じていつでもネットワークの規模を変更可能で
ある利点は大

• 街中でのイベント実施時など数ノードを追加 （電源確保できれば数分の作業で
ノード追加可能）

• ポータブル電池を使って半日程度の臨時ノード設営

– メッシュネットワークを用いた様々なアプリケーション運用のノウハウを蓄積

• VoIP音声通信 ： Skype, Asterisk など

• 映像伝送通信 ： Webカメラ、デジカメ

• その他センサー： 農業用センサー(Field Server)、防犯／防災向け機器

– 運用保守に関するノウハスを蓄積

• MeshCruzerなどのソフトウェアの遠隔保守

– その他

• 住民参加型アプリケーション提案と自治体支援が地域イントラ構築の今後の鍵
（六甲アイランドメッシュでは神戸市産業振興局のサポート）

まとめ
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六甲アイランドメッシュ

– 規模拡大 （２０ノード規模のネットワーク）

– 住民参加型アプリケーションの提供

ＷｉＭＡＸとの組み合わせ
– WiMAXクライアント機とRMR V2.0をLAN接続 WiMAXとWiFiメッシュの連携システムの実現可能

海外製品との違いについて

– 海外製品は単一仕様のクローズ設計

– MeshCruzer/RMRはカスタマイズ・機能追加が容易なオープン設計

• ブローバンド・アクセス通信機でありながら例えば防犯・防災用小型機器として位置付け可能

• 様々な通信ボードへ実装可能

ＲＭＲ Ｖ２．０ (次期バージョン）

– 2007年秋 マルチ無線インターフェイス版を出荷予定

お問合せ

– 神戸六甲アイランド地区の見学説明会を随時、受け付けております

今後の計画について

参考資料： ＭｅｓｈＣｒｕｚｅｒ／ＲＭＲシリーズの今後の取り組み

長距離化

高速化

標準化動向
長距離化

その他

高速化

20112010200920082007

その他

Thinktubeの

取り組み

製品／体制サービス分類

IEEE802．11n  100Mbps                  300Mbps

音声・映像伝送機能の強化

802.11s機能への対応

▼RMR V2.0

IEEE802.11a
周波数拡張

WiMAX (IEEE802.16)

IEEE802．11s 小規模AP間メッシュ

RMR v2 高速化対応版（多重インターフェース対応など）

RMR v2 高信頼性機能／セキュリティ機能強化

WiMAXシステムとの垂直連携

802.11J等の長距離無線システムとの連携による広域メッシュ無線
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その他の事例

事例 ： 船舶建造時の計器テスト用の臨時ネットワーク

【事例概要】
大型船舶建造時に船底に位置するスクリュー関連の計器をテストする必要がありますが、鋼板に囲まれた環境での無線の利用
は困難なため、これまでは、有線を利用して、船室までデータ伝送していました。これを現在は、無線メッシュネットワークで実現し
ています。ノードの設置順を気にすることなく、無線がつながらなければ間に1台追加すればよいという仕組みを評価いただいた

ケースです。

船室のＰＣ

ﾒｯｼｭﾈｯﾄﾜｰｸ構成
（MeshVista)

大型船概観

RMRアンテナ

RMRアンテナ
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事例 ： フィールドサーバ（農場用センサ）用ネットワーク

【事例概要】
中央農業総合研究センターが開発、イーラボ・エクスペリエンス社により製品化された農場環
境センサーのモニタリングシステム フィールドサーバの通信機構としてシンクチューブ RMR 
が採用されています。

中央農業
総合研究
センター

資料提供：

イーラボ･エクスぺリエンス社

日射量測定
発電

太陽電池

気温・湿度・ＣＯ２

環境センサー

土壌温度
土壌水分/土壌EC/土壌PH

土壌センサー

農作物の成育状況
周辺監視

ネットワークカメラ

インターネット

８０２．１１ｂ,ｇ
無線LAN

日経コミュニケーション（2006/4/15） ：「災害に強い無線ネットを構築、平時にも活用」

日経ＢＰネットワーク(2006/3/20) ：「シンクチューブ、コミュニティと情報収集ネットワークの実証実験を実施」
– http://innovation.nikkeibp.co.jp/etb/20060320-00.html

神戸リエゾンネットワーク(2006/3/14) ：「人間・ロボット共生型通信システム」の実証実験

日経ＢＰネットワーク(2006/2/21) ：「シンクチューブ、無線メッシュ・ネット・システムを実証販売 」

– http://innovation.nikkeibp.co.jp/etb/20060221-00.html

日刊工業新聞（2005/11/14） ：「次世代型ネット、神戸で検証」
http://www.kobe-liaison.net/news/NewsDetail.asp?id=289&category_id=3

掲載記事
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1

無線を活用した無線を活用した
地域の地域のブロードバンドブロードバンド整備整備へへのの取組み取組み

２００７年６月６日
ワイヤレスブロードバンド全国セミナー２００７

アライドテレシスホールディングス株式会社アライドテレシスホールディングス株式会社

CTOCTO 真野真野 浩／浩／manomano＠＠alliedallied--telesis.co.jptelesis.co.jp

事例発表２－⑧

2

レジュメ

◆ 無線を活用した地域のブロードバンド整備への取組み事例

①Ｗｉ-Ｆｉによる無線アクセス
②ＷｉＭＡＸ

◆ 地域の集落形態の特性
◆ 地域情報化への活用

③ＷＮＡ（ﾜｲﾔﾚｽ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ）

◆秋田市雄和地区無線アクセスシステム実証試験の概要
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3

①Ｗｉ-Ｆｉによる無線アクセス

平成１０年度 四国電気通信監理局 「自治体ネットワーク用小規模無線システムに関する調査研究会」をきっか
けに、無線ＬＡＮによる地域イントラネット構築の有用性が認知され、全国１５０市町村以上の有線インフラ構築困
難な中山間地域など条件不利地域を中心に、Ｗｉ-Ｆｉ（２.４ＧＨｚ帯,ＩＥＥＥ８０２.１１ｂ/ｇ）を利用した地域イントラネッ

トの構築導入が普及。

加入者系回線へのＷｉ－Ｆｉ利用は、廉価な回線網として期待されるものの、カバーエリアの大きさなどから、単体で
の成功事例は少ないが、公設民営や互助会形式による成功事例もある。

●行政等による地域のコミュニティエリアネットワーク

役場

学校

公共施設

無線IPルーター

●民間事業者による地域の商用インタ
ーネット接続サービスへ再利用可能。

条件不利地域

ダム/河川、道路等の遠隔監視

4

●無線アクセスによる地域コミュニティネットワークを整備

●光ファイバ、無線アクセス、中継（メッシュ）の組合せ

●加入者のアクセスは、無線ルータを家庭に設置

■テレワークセンターと無線IPルーター設置概要

■阿蘇町ふれiネットワーク構成

■サービス概要

●無線IPルーター 最大伝送距離２２km、最大実効速度２０Mbps

・光直集型、屋外専用設計 無線IPルータ

・MP to MP、Ｐ to Ｐ のいづれのトポロジーも可能

・ＮｅｔＢＳＤ搭載により遠隔監視、制御可能

・内蔵光スイッチにより、カスケード接続が可能。

料金 プロバイダ料金 一括購入 月額2,835円

レンタル 月額3,885円

機器費 専用ルータ 一括購入 63,000円　（分割支払もあり）

エリア 阿蘇市（波野除く）

通信速度 11Mbps（実効速度：～5Mbps程度） 54Mbpsも併用

光ファイバー網

無線基地局

無線中継局

無線網

阿蘇ﾃﾚﾜｰｸｾﾝﾀｰ

Wi-Fi導入事例 熊本県阿蘇町｢ふれiネットワーク｣
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5

②ＷｉＭＡXのFWA的利用

IEEE802.16 Wi-MAXの高利得アンテナを用いFWA的利用を
・現在；国内での評価/試験を実施中
・今後；総務省の審議結果に合わせ、製品と各種ソリューションを国内提供予定。

（IEEE802.16e製品も順次提供予定）

実証機器実証機器

6

地域の集落形態の特性

• 条件不利地域でも集落内の住宅密度は、さほど低くない。
– 条件不利地域であっても、クロージャから軒先までの距離は、大きくならない。

• 個々の集落の規模（住宅数）は、１００戸以下程度と小さい。
– 地区内の全戸加入したとしても、各個辺りの基幹網費用、サービス固定費の負担が大きい。

– 地区内の全戸を接続する伝送路の距離は、１から２ｋｍ程度と低い。

• 中心市街地（条件非不利地域）の周辺には、複数の条件不利地域が点在する。
– 中心市街地から１０ｋｍ程度に、条件不利地域が点在する。

– 中心市街地から条件不利地域までの伝送路長は長く、河川や山間などのため施設コスト
が高い。

中心市街地

河川等

Ｂ地区

条件不利地域

Ａ地区

条件不利地域

Ｃ地区

条件不利地域

Ｄ地区

条件不利地域

中心市街地－条件不利
地域間の伝送路は高価

地域内伝送路の
敷設コストは安価

複数の条件不利地域が
周辺に点在
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●ｘDSLサービス
自営ＲＴ-ＢＯＸ

≪ラストワンマイル≫

地域情報化への活用

中心市街地

地域情報ハイウェイ等
●Ｗｉ‐Ｆｉによる補完

地域センター等の基地局
●WiMAXサービス

≪中継網≫中心市街地から、自営ＲＴ-ＢＯＸへ

●WiMAXサービス

WiMAX

WiMAX

Point-to-Multipoint

8

FTTH / xDSL

自営ＲＴ-ＢＯＸ

③ＷＮＡ（ﾜｲﾔﾚｽ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ）

中心市街地

マルチキャスト
ルータ

中心市街地～条件不利地域まで ⇒ WiMAXなどの無線で接続(Wi-FiのP to Pも可能)

地域内は、FTTH/xDSL等などで小規模イントラを構築

域内集線局にマルチキャストルータやキャッシュを配備し、無線基幹網の帯域消費を削減

無線集線局の設備コストを、複数の条件不利地域で共用。

●スケールある集線により、事業者の参入コストを低廉化。

無線区間は、ユニキャストを利用し、伝送品質を確保。

無線（ブロードキャスト P to MP）では、マルチキャストによる帯域節約効果は期待出来ない。

地域内の加入率や帯域消費が上がったら、無線基幹網を光などに拡張可能。

・
・
・

Internet
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《実施事項》

(1)目的

有線ブロードバンド代替システムとしての広帯域無線アクセスシステム
の可能性評価

技術的課題の収集とノウハウの取得

(2)調査の実施時期、実施場所

実施期間：2007年2月20日～11月30日

実施場所：秋田県秋田市雄和地区

(3)実証試験の項目

WiMAXを用いたブロ－ドバンドワイヤレスアクセスシステムの構築、
性能評価

今後の技術開発につなげる技術的課題の抽出

電波伝搬等調査

異種ネットワーク（システム）の相互接続性の確認 等

秋田市雄和地区無線アクセスシステム実証試験

●秋田市雄和地区において、2007年2月からWiMAXの実証試験に参加。（東北総合通信局主催「地理的デジタ
ル・ディバイドを解消する情報通信技術に関する調査研究会」の一環。東北総合通信局、秋田市、アライドテレシス、
東北インテリジェント通信、地域ISP）」

雄和7地区３８３世帯地区

（ISDNのみの地域）

〔国土地理院地図より〕

〔実証試験地域の概略図〕

10

実証試験ネットワーク構成イメージ

●ネットワーク構成イメージ

●ＷｉＭＡＸ設備機器類

Internet
基地局 端末局基地局空中線

中心市街地 新JAあきた川添地区ﾗｲｽｾﾝﾀｰ

センター局

雄和7地区３８３世帯

(PacketWave1000)

100Mbpｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽ網 ・2.5GHｚ帯、最大19Mbps

・100Mbpsアクセス回線と連携
・1アンテナで最大270度

のエリアカバー

・ 2.5GHｚ帯、最大19Mbps

・無線と100Mbpsイーサネット連携

AC電源

ｱﾝﾃﾅ

ｻｰｼﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀ

Interface BOX

PC

（PacketWave230）

PacketWave 1000 

基地局機器 基地局アンテナ 端末局アンテナ

PacketWave 230 

伝送距離：数100m～3Km
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飛騨市山之村地区における
デジタルディバイド対策実験報告

2007年6月6日

実験実施：

ビーム計画設計株式会社＋20社

報告者：株式会社フジクラ 中川三紀夫

ワイヤレスブロードバンド全国セミナー2007 事例発表２－⑨

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 2

はじめに

No 参加企業名（五十音順） 役割分担
1 アンリツ株式会社 計測機器の提供
2 ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ株式会社 地デジ用光機器、ＩＰ告知端末、ＷｉMAX機器の提供
3 沖電気工業株式会社 ＩＰ告知端末機器の提供
4 株式会社アクトエレクトロニクス 電波伝搬机上計算ソフト、HDDの提供
5 株式会社ウェザーテック 気象観測機器の提供
6 株式会社ＮＨＫアイテック 電波伝搬の現地測定
7 株式会社エフワン GPSシステムの提供
8 株式会社岐阜放送 地デジ電波伝搬等の技術指導
9 株式会社トーエネック 現地実験設備構築
10 株式会社日立製作所 八木アンテナと共同によるギャップフィラーシステムの提供
11 株式会社フジクラ ＷｉMAX設備の提供
12 財団法人電波技術協会 電波伝搬計算結果と実測データの比較検討
13 シンクレイヤ株式会社 ギャップフィラー設備の提供
14 中央電子光学株式会社 モニター用ＴＶの提供
15 日東工業株式会社 実験用機器収容箱の提供
16 日本ソフト開発株式会社 気象観測ソフトの提供

17 日本電気株式会社 NECマグナスと共同

18 ビーム計画設計株式会社
19 富士通株式会社 モニター用PCの提供
20 有限会社ワークスペース 実験用ＨＰの作成提供
21 ヨシモトポール株式会社 実験用鋼管柱の提供

本実験は、ビーム計画設計株式会社の提唱により、21社の協同プロジェクトとして

実施されました。
多くの方々のご助力をいただいたことを感謝申し上げます。
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本実験の目的

無線による中山間地区のデジタルディバイド解消実験

地デジ： ギャップフィラー

ブロードバンド： WiMAX

実験地区の選定

地上波デジタル、ブロードバンドの両方が未整備であること

２ｋｍ程度の距離で実験ができること

降雪の影響が調査できること

光ファイバを使わせていただけること

地元のご協力がいただけること

飛騨市様のご協力をいただき、

山之村地区での実施を決定した

飛騨市神岡町山之村地区

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 4

全体設備
図１．実験設備概要

高山市

実験場

飛騨市

高山送信所

高山送信所のサービスエリア予想図

飛騨市所有の光ケーブル
約５０ｋｍ

白川村

地上デジタル放送

飛騨市役所にて受信した信号を光
ケーブルで山之村まで伝送、ギャップ
フィラーにより山之村地区内へ送信

ブロードバンド

飛騨市役所から光ケーブルを用いて、
山之村まで伝送、ＷｉＭＡＸにより山之
村地区内へ送信

簡易ギャップフィラー

O/E B.P.F

地デジ用
八木式アンテナ

MC HUB
ＩＤＵ，ＯＤＵ

Ｗｉ  MAX用
アンテナ

OFDM
SPR

地デジ用
受信アンテナ

ｻｰﾊﾞｰインター
ネット

実験設備 基地局

地上デジタル信号
（ ～ ） 450 770MHz 

Ｗｉ  MAX信号
（ ） 2.5GHz 

地上デジタル受信用アンテナ
（ ）一般家庭用アンテナ

Ｗｉ  MAX用アンテナ

測定
機材

飛騨市所有

光ケーブル網

図２．実験概要

ＩＤＵ，ＯＤＵ

94



Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 5

実験用アンテナ詳細

702局

７０１局

702局

現在位置

７０１局 WiMAX アンテナ

ギャップフィラーアンテナ

WiMAX ＯＤＵ

WiMAX ＩＤＵ

ギャップフィラー本体

WiMAX アンテナ

ギャップフィラーアンテナ

WiMAX BS

ギャップフィラー本体

７０１局
WiMAX

10w 10MHz 64QAM 3/4
120°×3セクター

ギャップフィラー
5mw×1方向、7ch出力
半値幅90°10ｄBiアンテナ

７０２局
WiMAX

2w 10MHz 64QAM 3/4
120°×1セクター

ギャップフィラー
5mw×2方向、7ch出力
半値幅90°10ｄBiアンテナ

701局
WiMAX →フジクラ
地デジ →シンクレイヤ

702局
WiMAX →NECマグナスコミュニケーションズ
地デジ →八木アンテナ

ギャップフィラー実験報告
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ギャップフィラー設備
シンクレイヤ(株) 作成提供

測定車

ＮＨＫアイテック

701局

702局

５mW/ch ×2

５mW/ch ×１

ギャップフィラーアンテナ
（半値角90°、10ｄBi）

ギャップフィラー 送信機
（5mw×2出力）

ギャップフィラー 電源部
（60v）

参考；702局

NECマグナスコミュニケーションズ

ギャップフィラー送信機は、コスト低下をねらい本実験用に試作した。

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 8

電界強度マップ シンクレイヤ(株) 作成提供

（701局）

（702局）

※自由電界強度計算
結果は同心円状に強
度が減衰するが、実
際にはアンテナ指向
性及び地形条件を考
慮する必要がある。

電界強度実測値は平
均値を記載

70.5dBμv/m

59.2dBμv/m

71.1dBμv/m

61.2dBμv/m 62.4dBμv/m

68.3dBμv/m

60.7dBμv/m

68.2dBμv/m

□□dBμv/m

□□dBμv/m

測定ﾎﾟｲﾝﾄ

701局

702局

Ch14の電界強度結果
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WiMAX実験報告

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 10

ＷｉＭＡＸ設備（基地局側）

測定車

ＮＨＫアイテック

参考；702局

ＷｉＭＡＸアンテナ
（半値角120°）

ＷｉＭＡＸ ＯＤＵ
（2w×1出力）

NECマグナスコミュニケーションズ製品
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WiMAX設備（端末側）

2dBiアンテナ利得

200mW出力PCMCIA型

3dB給電線損失

14dBi平面型

8.5dBiコリニア型

2dBi単一型アンテナ利得

500mW出力CPE型

フジクラ NECマグナスコミュニケーションズ

2dBiアンテナ利得

200mW出力PCMCIA型

3dB給電線損失

16dBi平面型

6dBiコリニア型

2dBi単一型アンテナ利得

500mW出力CPE型

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 12

実験結果（見通しの影響）
(株)フジクラ 資料提供

地点３の見通し図
ＬＯＳ－通信可能

地点４の見通し図
ＮＬＯＳ－通信不可能

地点3（手前）

地点４（丘の向こう）

測定条件

単一セクターでの測定

8.5dBiのコリニア型アンテナを使用国土地理院の数値地図25000(地図画像)『高山』を使用
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実験結果（樹木の影響）

-80.00

-70.00

-60.00

-50.00

-40.00

-30.00

100 1,000 10,000

距離 (m)

受
信

電
力

 (
d
B

m
)

ＬＯＳ計算値

晴天時

着雪時

・ 無着雪時は、樹木（松林）の影響は小さい

・ 樹木の着雪により、10dB程度の減衰が見られた

ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ株式会社 資料提供

約10dB

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 14

WiMAX実験結果

WiMAXによりブロードバンド整備が可能であることを実証できた
最長２ｋｍ程度で通信が可能であった

（２ｋｍは地形の制約による本実験の最長距離）

最大8.9Mbpsのスループットが得られた

距離が短ければ、見通し外でも通信可能

降雨・降雪の影響は小さい
降雨・降雪による減衰は小さい

着雪した樹木による減衰は無視できない

基地局の設置場所選定が重要
地形・設置場所により基地局の最適構成が変わる

基地局の設置場所により、地形、樹木などの影響を最小化させることが可能

フィールド実験実施により、スループット・ソフトウェアの安定性が向上した
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実験視察

実稼働日69日、公開実験26日（参加者209名）

Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 16

既存工作物の有効活用

（案）防災無線の鉄塔との共存例

地上高さ20.7m

WiMAXアンテナ高さ 19.0m

ギャップフィラー高さ 16.5m

子局スピーカー高さ 15.0m

アース板（900Ｘ900×1.5t）

鋼管組立柱

親局（中継所）方向

５素子八木空中線
（６０ＭＨｚ帯）

75
0

1
,0

0
0

レフレックスホーンスピーカー

20
0

避雷突針

60°

4
00

1,
5
00

1
,5

0
0

ＷｉＭＡＸ用コントローラー

拡声受信機外部接続箱

電源引き込み

光ケーブル引き込み

ギャップフィラーアンテナ

ＷｉＭＡＸアンテナ

1
,5

0
0

2
,5

0
0

7
,0

00

1
0
,0

0
0

15
,0

0
0

16
,5

00

1
9,

0
00

19
,5

0
0
0

メリット

デジタル化が進む防災無線設備の更改工事と同調し、鉄塔を共用
することにより、用地交渉、鉄塔建設費、電気引き込み費の低減が
可能。

防災無線拡声子局の音声到達範囲は500m程度であり、集落の中
心に子局は設置されている。このため地形によっては効率的な置
局が可能。

鉄塔の高さに余裕を持たせ、WiMAX用光ケーブルの予備芯を有効
活用させることで、携帯電話事業者による携帯電話基地局設備設
置が想定可能。

公共施設の屋上やグランドの鉄塔、防災無線の鉄塔等、既存工作
物を有効活用し、基盤整備費を抑えることが可能

100



Copyright (C) 2007 ビーム計画設計株式会社 ALL rights reserved 17

まとめ

無線によるデジタルディバイド対策が可能であることを実証した

地デジ ギャップフィラー

ブロードバンド WiMAX

山之村地区の皆様のご意見をいただくことができた

無線によるデジタルディバイド対策の課題と対応策について指針を得た

飛騨市様、山之村地区の皆様をはじめ、ご助力いただいた方々に感謝

申し上げます
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無線を活用したブロードバンド整備
～海外自治体の動向～

平成19年6月6日

株式会社データリソース

No part of this document may be reproduced in any form, including photocopying or translation to another language, without the prior written consent of Data Resources Inc. 

事例発表２－⑩

Copyright Data Resources, Inc. 2007 All rights reserved. 

1

本日の発表内容

世界に広がる自治体主導のワイヤレス・ブロードバン

ド
事例（１） ミネソタ州チャスカ市

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

まとめ：ブロードバンド整備の新戦略に向けて
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2

世界に広がる自治体主導のワイヤレス・ブロードバンド

出典：「海外事例に学ぶ ワイヤレスブロードバンドによる地域情報化ハンドブック －世界150事例紹介版－」 （2006年9月 データリソース社発行）

米国、欧州などで事例が急増中、アジアやアフリカなどにも広がる米国、欧州などで事例が急増中、アジアやアフリカなどにも広がる

Copyright Data Resources, Inc. 2007 All rights reserved. 

3

自治体が導入するメッシュ型無線LANのカバー面積（平方マイル）自治体が導入するメッシュ型無線LANのカバー面積（平方マイル）

出典：ABIリサーチ社セミナー資料（2006年11月15日） 主催 データリソース社

世界に広がる自治体主導のワイヤレス・ブロードバンド

2010年には
32万ｋｍ２へ
拡大

2010年には
32万ｋｍ２へ
拡大
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4

事例（１） ミネソタ州チャスカ市

2004年7月、ミネソタ州チャスカ市では、無線
LANによる、住民・企業向けブロードバンドサー
ビス提供を開始した。

サービス開始後1ヶ月で、住民7500世帯の20％
以上が加入(2年半時点では8000世帯の28％)
通信速度は、双方向１Mbps程度。

常時インターネットアクセス、5つのEメールアカ
ウント、10MBのウェブスペースで、料金は月
16.99ドル。

市内にアクセスポイントを365設置。 36km2のエ
リアの95％をカバー。市の敷設した光ファイバ
のバックボーンに有線・無線で接続されているア
クセスポイントは、そのうち60箇所。

設計・設置工事に2ヶ月。初期投資額は60万ド
ルで、その後70万ドルを追加投資(その他経費
含め、5-6年でブレイクイーブンの見込み)。

デジタル・ディバイド解消で、自治体WBBブームの先駆けとなるデジタル・ディバイド解消で、自治体WBBブームの先駆けとなる

出典：www.tropos.com , www.chaska.netを基にデータリソース社作成

Copyright Data Resources, Inc. 2007 All rights reserved. 
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シリコンバレー42都市240万人が利
用可能な、無料の無線LAN接続サー
ビスを提供する。

広域連携により、カバーエリアの面積
は、3,900km2（埼玉県より広い） 。

住民・企業向けインターネット接続の
他、アプリケーションを多数提供予定。

2005年11月、構想を策定。

2006年4月、プロジェクトのRFPが公
表される。

2006年9月 IBM、CISCO、Azulstar、
Seakayの共同提案が採択される。

2007年2月 San Carlos市及び Palo 
Alto市がテスト地に選ばれる。

ユビキタス環境整備でイノベーション中心地の地位を強化ユビキタス環境整備でイノベーション中心地の地位を強化

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

出典：www.jointventure.orgを基にデータリソース社作成
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交通流監視 派遣（ディスパッチ）

手配写真
コンピュータの支援による派遣
ビルの図面（消防、緊急対応）
刑法の入手
逃亡者警戒
危険物データベースの利用
天気予報
Eメール

インターネット利用

車両・職員の追跡
緊急交通制御

交通標識
パーキングメータ読み取り
交通流量

１．公衆安全アプリケーション１．公衆安全アプリケーション

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

出典：www.jointventure.orgを基にデータリソース社作成
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交通流監視
遠隔地表示
道路管理/表示

派遣

ビル図面、労働許可、現地報告

在庫および作業命令の入手
Eメール
インターネット利用

リモート・マッピング
車両管理

水位計測
洪水制御
リモート監視制御（水、嵐等）
ガス・電気検針

２．自治体事業アプリケーション２．自治体事業アプリケーション

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

出典：www.jointventure.orgを基にデータリソース社作成

106



Copyright Data Resources, Inc. 2007 All rights reserved. 

8

交通情報
イベント表示（レース・カメラ）

無線LAN電話

コミュニティの一般情報
Eメール

インターネット利用

現在地確認
バス位置
リアルタイム交通制御
（公共交通機関やイベントの
交通流を優先）

交通標識

３．ビジター案内アプリケーション３．ビジター案内アプリケーション

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

出典：www.jointventure.orgを基にデータリソース社作成
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現地表示
ネイチャー・キオスク

公園スタッフの派遣

一般情報の展示
Eメール
インターネット利用

公園散策支援
家族を探す

施設の状態監視
洪水制御

４．公園と娯楽のアプリケーション４．公園と娯楽のアプリケーション

事例（２） ワイヤレス・シリコンバレー・プロジェクト

出典：www.jointventure.orgを基にデータリソース社作成
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今後3年間で何ができるか？今後3年間で何ができるか？

まとめ：ブロードバンド整備の新戦略に向けて

米国の2004年－2007年の動き
チャスカ市の成功等を見て、米国の多くの自治体が検討を開始する。
現在では、検討中を含め400超の自治体WBBプロジェクトが進行。
3年間で、プロジェクトの規模は100倍超へ拡大。広域連携も活発。
用途はデジタル・ディバイド解消から多目的のユビキタス環境整備へ。
利用可能技術の進歩(メッシュ型無線LANからWiMAX等へ)
ビジネスモデルの模索は続く。

日本の2007年－2010年に向けて
日本にも、チャスカのような「これならできる！」という事例が必要。
多くの技術が利用可能に（メッシュ型無線LAN、WiMAX、11n、etc.）
海外の成功／失敗事例を参考にして、3年で米国以上の展開も可能
2010年ブロードバンド・ゼロ地域解消が最終ゴールではない。
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まとめ：ブロードバンド整備の新戦略に向けて

（参考）現在国内で利用可能なメッシュ型無線LAN機器（参考）現在国内で利用可能なメッシュ型無線LAN機器

出典：各社HP及び提供資料を基にデータリソース社作成
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ご清聴ありがとうございました

本資料に関するお問い合わせ先

株式会社データリソース

竹内敬治

takeuchi@dri.co.jp
Tel:03-3582-2531 
Fax:03-3582-2861

http://www.dri.co.jp/
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